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特集

　

南
魚
沼
市
の
医
療
の
現
状

　

市
民
の
命
を
守
り
、
市
民
が
こ

の
地
域
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

と
、
安
心
し
て
こ
こ
で
生
涯
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
る
、
地
域
の
包

括
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
市
の
役
目
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の

状
況
で
は
、
市
民
へ
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
難
し
く
な
る
と
考

え
ら
れ
、
特
に
医
師
不
足
が
、
直

接
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
て
い
ま

す
。

　

魚
沼
圏
域
は
、
魚
沼
基
幹
病
院

（
以
下
、
基
幹
病
院
）
を
中
心
と

し
て
医
療
再
編
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
ま
だ
病
棟
の
完
全
稼
働
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
市
立
病
院
な

ど
の
経
営
も
市
の
財
政
に
大
き
な

負
担
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　
「
南
魚
沼
市
医
療
の

　

 

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

　

市
で
は
、
医
療
を
取
り
巻
く
市

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
専
門
分
野

の
学
識
経
験
な
ど
を
有
す
る
委
員

を
選
任
し
、
市
へ
の
提
言
を
求
め

る
「
南
魚
沼
市
医
療
の
ま
ち
づ
く

り
検
討
委
員
会
（
以
下
、
検
討
委

員
会
）」を
設
置
し
ま
し
た
。
市
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
筋
道
を
立
て
ら

れ
る
よ
う
、
活
発
に
意
見
を
交
わ

し
て
い
た
だ
き
、
大
き
な
力
を
お

貸
し
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
次
の
３
つ

の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

設
置
ま
で
の
動
き

　

２
０
２
５
年
を
ピ
ー
ク
に
２
０

４
５
年
こ
ろ
ま
で
の
超
高
齢
・
人

口
減
少
社
会
を
見
据
え
、
全
国
的

に
医
療
再
編
が
展
開
さ
れ
、
魚
沼

圏
域
で
も
医
療
再
編
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

魚
沼
医
療
圏
は
、
長
い
間
、
高

度
医
療
を
行
う
病
院
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
医
療
再
編
の
中
で

平
成
27
年
６
月
、
基
幹
病
院
が
開

院
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
魚

沼
地
域
の
医
療
再
編
が
加
速
し
、

５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。　

　

基
幹
病
院
は
、
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
と
高
度
医
療
を
必
要
と
す
る

患
者
へ
の
医
療
を
担
っ
て
い
ま

す
。
南
魚
沼
市
民
病
院
（
以
下
、

市
民
病
院
）
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
の
医
療
機
関
は
、
初
期
救
急
や

基
幹
病
院
で
治
療
を
受
け
た
後
、

引
き
続
き
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な
回

復
期
・
慢
性
期
の
患
者
の
治
療
な

ど
を
行
う
と
い
う
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

１
つ
の
病
院
で
す
べ
て
の
病
状

に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
役
割

に
合
わ
せ
て
基
幹
病
院
を
紹
介
し

た
り
、
基
幹
病
院
か
ら
他
の
医
療

機
関
を
紹
介
す
る
「
地
域
全
体
で

１
つ
の
病
院
」
と
い
う
医
療
の
輪

を
つ
く
る
理
念
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
機
関
が
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
で
は
今
後
の
人
口

問
題
を
見
据
え
る
と
、
医
療
再
編

に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討
の
余
地

が
あ
る
と
し
て
、
令
和
元
年
９
月

に
「
議
論
の
活
性
化
」
を
目
的

に
、
検
証
基
準
に
該
当
し
た
全
国

の
公
立
・
公
的
医
療
機
関
名
の
公

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
国
の
動
き
と
は
別

に
、
今
後
の
市
立
病
院
な
ど
の
持

続
可
能
な
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
の
も

と
、
令
和
元
年
６
月
に
専
門
家
で

あ
る
外
山
千
也
氏
を
「
医
療
政
策

特
別
顧
問
」
に
迎
え
、
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

南
魚
沼
市
の
医
療
を
考
え
る

　
　
　

   

〜
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
が
始
動
〜

南
魚
沼
市
の
医
療
を
考
え
る

　
　
　

   

〜
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
が
始
動
〜

 

課
題

１
．
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

　

ま
ち
づ
く
り

２
．
市
立
病
院
群
（
診
療
所

　

含
む
）
の
今
後
の
あ
り
方

３
．
市
内
の
医
療
・
介
護
人

　

材
確
保
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第
１
回
検
討
委
員
会
開
催　

　

３
月
１
日
㈰
に
、
第
１
回
南
魚

沼
市
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委

員
会
を
公
開
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
亀
井
美
登

里
氏
が
委
員
長
に
、
上
家
和
子
氏

が
副
委
員
長
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
福
祉
保
健
部
か
ら
市

の
現
状
を
報
告
し
、
２
人
の
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
提
言
、
委

員
か
ら
の
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

亀
井
氏
は
、
医
学
部
と
法
学
部

を
卒
業
後
、
厚
生
労
働
省
に
入

省
、
同
省
大
臣
官
房
付
（
地
域
医

療
担
当
）
審
議
官
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
現
在
は
大
学
教
授
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
高
い

知
見
と
公
平
性
に
よ
り
、
手
腕
が

発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

   

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
提
言

　

「
医
療
再
編
が
話
題
に
な
る
ま

で
魚
沼
地
域
に
は
、
ゆ
き
ぐ
に
大

和
病
の
他
に
小
出
、
六
日
町
、
十

日
町
の
県
立
病
院
が
あ
り
ま
し

た
。
規
模
や
対
象
、
医
療
レ
ベ
ル

も
同
じ
で
、
何
か
あ
れ
ば
長
岡
な

ど
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
実
態
で
し
た
。

　

研
修
医
制
度
の
改
革
が
あ
り
、

医
師
不
足
が
起
き
、
再
編
と
い
う

動
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
の
基
幹
病
院
に
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
基
幹
病

院
を
「
医
療
の
中
心
」
に
据
え
、

医
療
機
関
の
連
携
を
考
え
、
信
頼

の
お
け
る
血
の
通
う
も
の
を
築
い

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

市
民
病
院
は
、「
医
療
連
携
の
中

心
」
と
し
て
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
基

幹
病
院
や
診
療
所
と
も
連
携
を
と

り
、
市
で
ど
う
い
う
医
療
が
良
い

の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
と
い
う
こ
と

を
市
長
と
市
民
病
院
に
担
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　

次
に
、
在
宅
医
療
の
中
心
は
、

診
療
所
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
日

本
の
第
３
の
医
療
と
呼
ば
れ
る

「
在
宅
医
療
の
中
心
」
を
担
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
の
運
営
、
特
に
医
師

確
保
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
ま

し
た
が
、
今
の
公
立
の
ま
ま
再
建

す
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
う
な
る
と
市
の
指
定
管
理

を
受
け
て
や
る
よ
う
な
公
的
病
院

に
脱
皮
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
病
院
、
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病

院
に
つ
い
て
は
、
病
院
群
で
は
な

く
ひ
と
つ
の
病
院
と
し
て
、
ま
ず

は
中
心
的
な
市
民
病
院
が
財
政
的

に
も
自
立
で
き
る
よ
う
に
再
建
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
は
医
療
連
携
の
責
任
者
な
の

で
、
市
長
は
そ
の
よ
う
な
気
持
ち

で
大
胆
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で

す
」

　

も
う
１
人
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
で
あ
る
地
域
医
療
振
興
協
会

企
画
調
査
部
長
の
岡
本
靖
氏
か

ら
、
病
院
運
営
な
ど
に
つ
い
て
の

提
言
が
あ
っ
た
後
、
委
員
の
み
な

さ
ん
か
ら
も
以
下
の
よ
う
な
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

•
城
内
診
療
所
は
あ
り
方
を
考
え

　

る
と
し
て
も
、
ゆ
き
ぐ
に
大
和

　

病
院
と
市
民
病
院
は
統
合
し
た

　

方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
将
来

　

の
市
民
に
対
す
る
医
療
サ
ー
ビ

　

ス
を
持
続
さ
せ
る
に
は
、
で
き

　

る
だ
け
早
く
統
合
し
て
効
率
的

　

な
運
営
を
し
た
方
が
よ
い
と
思

　

い
ま
す
。

•
地
域
完
結
型
医
療
セ
ン
タ
ー
と

　

し
て
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に

　

は
、
こ
の
地
域
に
な
い
回
復
期

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の

　

検
討
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

併
せ
て
介
護
医
療
院
や
介
護
病

　

床
な
ど
の
最
期
ま
で
い
る
こ
と

　

の
で
き
る
施
設
が
あ
れ
ば
良
い

　

と
思
い
ま
す
。

•
若
い
研
修
医
に
は
、
地
元
の
人

　

と
密
接
に
関
わ
っ
て
地
域
医
療

　

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
５

　

年
後
10
年
後
に
戻
っ
て
き
て
も

　

ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

•
長
野
県
の
病
院
の
よ
う
に
自
前

　

の
施
設
で
総
合
医
を
養
成
し
て

　

成
功
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

　

ま
す
。
時
間
も
か
か
る
し
成
功

　

す
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

　

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
目
指
す
の

　

も
１
つ
の
案
だ
と
思
い
ま
す
。

•
病
棟
に
は
治
療
が
終
わ
っ
た
の

　

に
帰
れ
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い

　

ま
す
。
介
護
保
険
施
設
や
在
宅

　

医
療
を
支
え
る
在
宅
ケ
ア
が
脆

　

弱
。
介
護
保
険
の
整
備
も
検
討

　

委
員
会
で
考
え
て
良
い
の
で
は

　

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

　
　
　

　

医療法人社団萌気会理事長
 黒岩 卓夫 氏

検討委員会委員長
 亀井 美登里 氏

　今後も年間複数回の検討委員会の開催を
予定しており、検討委員会の提言を受けて、
課題の解決に向けた方向性を示していきた
いと考えています。

■詳しくは市ウェブサイト（「医療の
　まちづくり検討委員会」で検索）を
　ご覧ください。

　　氏　名
亀　井　美登里
上　家　和　子
山　﨑　　　理
小　幡　文　弥
外　山　千　也
冨　永　　　衛
大　西　康　史

　　　　　 所　　　属
埼玉医科大学医学部教授
日本医師会日医総研主席研究員
新潟県福祉保健部副部長
北里大学保健衛生専門学院学院長
地域医療振興協会常務理事
南魚沼郡市医師会会長
南魚沼市福祉保健部参事

検討委員（令和2年3月1日現在）                           敬称略

か
み  

や

ぜ
い
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無
罣
礙

南
魚
沼
市
長

林

　茂
男

国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

［公用語］フランス語
［首　都］ワガドゥグー
［面　積］274,200㎢（72位）
［人　口］20,321,378人
［GDP（PPP）］277億ドル（119位） 
［通　貨］CFAフラン（XOF）
※GDP は国内総生産のことで、購買力平価
　説（PPP）により算出した数値です

ブルキナファソ

私の国はこんなところ

　私は、コートジボワールに近い西アフリカのブ
ルキナファソから来ました。ブルキナファソには、
一度は行ってほしいお勧めの観光地がたくさんあ
ります。例えば、奇岩や岩山によるブルキナファ

ソの独特な風景を楽しめる「ピク・ドゥ・サンドゥー」、世界中の彫刻家に
よる石像が点在する「ラオンゴ彫刻シンポジウム」「ボボ・ディウラッソの
大モスク」などです。また、金・リン酸塩・綿などの天然資源が豊富で、ラ
イオン・トラ・ゾウなどの野生動物も多く生息しています。ブルキナファソ
の人びとは日本人と同じくらいとても親切で、南魚沼の人たちが会ったらす
ぐに好きになると思います。

南魚沼市に住んで感じたこと

　私は、日本各地での滞在や南魚沼での生活を本当に楽しんでいます。地域
の人たちの優しさや、いつもサポートをしてくれることに心から感謝してい
ます。スノーボードとスキーは初めてでしたが、とても楽しく、今でも私の
お気に入りの経験です。他にも、花火大会や裸押合大祭などの多くの行事を
楽しみました。ここでの生活のすべてに感謝します。

マ
ス
ク
不
足
の
中
で

　
国
民
約
38
万
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う

20
世
紀
最
悪
の
伝
染
病
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
。

そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
、
現
世
を

生
き
る
誰
も
が
未
経
験
の
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
当
初
、
特
に
マ
ス
ク
の
欠
乏

が
い
わ
れ
、
実
際
に
入
手
困
難
に
な
り
ま

し
た
。
な
ら
ば
自
分
は
「
買
わ
な
い
」
と

決
め
た
の
は
、
仏
壇
の
亡
き
父
や
祖
父
の

遺
影
が
「
逞た

く
まし

さ
を
な
く
す
な
」
と
諭
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
た
か
ら
で
す
。
ハ
ン

カ
チ
に
輪
ゴ
ム
を
ホ
チ
キ
ス
留
め
し
た
自

作
の
「
口
覆
い
」
で
い
こ
う
、
と
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
中
、
国
か
ら

１
世
帯
に
布
マ
ス
ク
２
枚
の
配
布
が
始
ま

り
ま
し
た
。
市
は
国
の
決
定
よ
り
前
に
小

中
学
校
、
総
合
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
・

教
職
員
に
２
枚
の
布
マ
ス
ク
の
配
布
を
決

め
、
市
内
の
縫
製
業
者
の
製
作
協
力
を
得

て
、
４
月
中
に
配
布
を
完
了
し
ま
し
た
。

ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
に
並
ぶ
行
列
で
、
学
校

再
開
に
備
え
「
孫
の
た
め
」
の
マ
ス
ク
の

購
入
だ
と
い
う
祖
父
母
の
声
が
あ
る
こ
と

を
聞
き
心
が
痛
ん
だ
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
マ
ス
ク
を
そ
ろ
え
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
、
格
差
な
ど
を
生
ん
で
は
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
か
ら
の
対
応
で
し
た
。

　
国
の
配
布
決
定
の
際
、
非
難
ば
か
り
の

報
道
を
見
て
思
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
残
念
だ
な
」
と
。
政
府
の
方
針
を

批
判
す
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、

せ
っ
か
く
な
ら
我
々
地
方
自
治
体
に
任
せ

れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
。
地
方
に
は
小
規

模
の
縫
製
業
者
は
数
多
く
、
経
済
対
策
の

一
助
に
も
な
る
。
配
布
は
、
地
方
こ
そ
強

固
な
地
域
組
織
で
や
れ
る
。
も
っ
と
我
々

を
頼
れ
、
と
。
焦
れ
て
待
っ
て
い
る
他
の

支
援
策
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　「
風
雨
同
舟
」（
み
ん
な
で
と
も
に
乗
り

越
え
よ
う
）
と
箱
に
大
き
く
書
き
、
大
量

の
マ
ス
ク
を
贈
っ
て
く
れ
た
国
際
大
学
の

中
国
人
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
や
匿
名
で
１

万
枚
を
超
え
る
マ
ス
ク
を
寄
贈
し
て
く
れ

た
市
民
。
手
製
の
布
マ
ス
ク
を
学
校
に
届

け
続
け
る
お
母
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
温
か

い
ご
支
援
も
。
諸
外
国
の
よ
う
な
強
制
力

が
な
い
中
で
、
こ
こ
ま
で
持
ち
こ
た
え
て

い
る
国
も
な
い
。
自
ら
に
自
信
を
持
っ
て
、

今
は
非
難
よ
り
団
結
で
乗
り
越
え
た
い
。

85
ブルキナファソ ロンポ　ミイェンバ さん
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【問合せ】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659

多世代の市民全員が輝き  健康で快適に暮らせ  若者の期待に応えられるまち

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

　今回は、神奈川県からＩターンして合同会社ｎｙｕｆａｒｍを営む入
田啓輔さん（大崎地区在住）を紹介します。
Q　Ｉターンするまでの経緯は？
A　平成22年ころに友人の紹介で、市内の農家の田植え体験に来
　　ました。それがきっかけで農業や米づくりに魅力を感じてたびた
　　び訪れるようになり、平成30年６月に移住し農業を始めました。
Q　実際に農業を始めてみた感想は？
A　今は稲作中心で、農薬不使用で育てているので、草刈りなど田
　　んぼの管理が大変です。でも、その分愛着が湧くし、直売所や
　　イベントで販売するときに実体験をお話しすることで多くの人
　　が米づくりに興味をもってくれることがうれしいです。今後は、
　　野菜やハーブなどのお米以外の作物にも挑戦したり、南魚沼の
　　農業をPRしていきたいと考えています。
Q　南魚沼で暮らすことの魅力は？
A　お米をはじめ野菜や山菜、お酒など新鮮でおいしいものがたくさんあることは、食べることが好
　　きな私には何よりの魅力です。
Q　初めて南魚沼を訪れた時の印象は？

A　夏に高台から眺めた緑のグラデーションの田んぼの美しさが
　　今でも強く印象に残っています。キラキラと輝いていました。
Q　移住を考えている人に一言！
A　南魚沼への移住というハードルは決して高くないです。南魚
　　沼は自然豊かであると同時に生活基盤も整備され、首都圏へ
　　のアクセスも意外と近くて便利。ゆったりとした生活を送り
　　ながらも、首都とのつながりを保ちたい人にも、とてもいい
　　環境だと思います。

　市外に住民票がある人が寄付したときに、寄付額に応じて市内のタ
クシー会社で利用できるタクシー券を送ります。市内に住む家族の通
院のために市外に住む家族から寄付していただいたり、市外の人が市
内観光のために寄付できたりと、おもいやりあふれる返礼品です。

　また、ふるさとから離れて暮らす人
を対象に、ふるさとを思いやる返礼品
として、シルバー人材センターで「お
墓の掃除・掃除サービス」と「おうち
の掃除・談話サービス」の申込みを受
け付ける予定です。
　詳しくは、右のＱＲコードからご覧ください。

　　どちらもふるさとチョイスから申込み可能ですが、市内に住民票がある人が寄付しても返礼　　
　品はもらえません。ぜひ、返礼品について市外に住む家族などにお知らせください。

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

シリーズ「南魚沼に暮らす」

多世代の市民全員が輝き  健康で快適に暮らせ  若者の期待に応えられるまち

38

【問合せ】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659

南魚沼市で輝くひと（第27回）● 入田啓輔さん

ふるさと納税返礼品「おもいやりタクシー」始めます

にゅう だ  けい すけ

ニュウファーム
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令和2年度当初予算総額

令和2年度　市の予算
607億7,158万円  昨年度比

＋7億6,746万円(＋1.3%)

【問合せ】　財政課　☎７７３－６６７１

　会　計　別　内　訳

　当初予算額の推移

一般会計
基本的な行政サービスなど 302億3,000万円 昨年度比

△ 1億9,300万円（△ 0.6％）

特別会計
特定の事業のため一般会計と

区分して経理する事業

国 民 健 康 保 険 56億6,100万円 3億1,500万円（＋ 5.9％）
後期高齢者医療 5億9,400万円 3,300万円（＋ 5.9％）
介 護 保 険 67億4,900万円 7,300万円（＋ 1.1％）
城 内 診 療 所 1億　200万円 △100万円（△ 1.0％）

公営企業会計
基本的に事業の収益により

運営する事業

水 道 事 業 38億4,354万円 △1,006万円（△ 0.3％）
病 院 事 業 68億1,561万円 5億3,518万円（＋ 8.5％）
下 水 道 事 業 67億7,643万円 1,534万円（＋ 0.2％）

※令和元年度に、下水道事業が特別会計から公営企業会計へ移行しました

注）公営企業会計は支出予定額を記載しています。
　　端数処理の都合で表示値と計算値が整合しない場合があります。（次ページ以降についても同様）

　
新
年
度
が
始
ま
り
、
１
か

月
が
経
ち
ま
し
た
。
各
種
事

業
も
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
。
令
和
２
年
度
予
算
と
重

点
事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
市
長
任
期
の
最
終
年
度
と

な
る
令
和
２
年
度
も
「
若
者

が
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
、
住
み

続
け
ら
れ
る
、
南ふ

る
さ
と

魚
沼
に
」

の
実
現
に
向
け
た
予
算
と
な

る
よ
う
編
成
を
行
い
ま
し

た
。
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
念
頭
に
、
主
要
施
策
を
進

捗
さ
せ
な
が
ら
、
新
た
な
事

業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

よ
う
調
整
し
た
予
算
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ご
一
読
い
た
だ
き
、
市
政

に
対
し
て
一
層
の
ご
協
力
と

ご
提
言
を
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。

　令和２年度予算の詳細は、本庁舎（財政課）や図書館（えきまえ図書館本の杜、大
和・塩沢公民館）でご覧いただけます。気軽におこしください。
市ウェブサイトでも公開しています。

http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/shisei/kaikaku/zaisei/yosan/index.html
南魚沼市　予算
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一般会計 特別会計 公営企業会計
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（年度）
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　グラフで見る令和２年度一般会計当初予算の内訳

　基金残高の推移状況

　長期債（市債）残高の推移状況

その他　 17億2,239万円（5.7%)
  使用料及び手数料   4億　830万円(1.3%)
  寄附金  3億3,612万円(1.1%)
  地方譲与税  3億2,200万円(1.1%)
  分担金及び負担金  2億2,892万円(0.8%)
  繰越金    1億5,000万円(0.5%)
  財産収入    8,527万円(0.3%)
  各種交付金  1億9,178万円(0.6%)

その他   7億3,453万円(2.4%) 
  商工費   4億5,695万円(1.5%)
  議会費   1億8,943万円(0.6%)
  予備費   6,000万円(0.2%)
  労働費   2,505万円(0.1%)
  災害復旧費   300万円(0.0%)
  諸支出金   10万円(0.0%)

歳入内訳（302億3,000万円） 歳出内訳（302億3,000万円）

※基金残高と長期債（市債）残高の推移グラフにおいて、平成23 ～ 30は決算額、令和１、２は見込み額です。
　人口一人当たりの額は、各年度の３月31日時点の人口で計算しています。（令和２年度は令和２年３月31日で計算）

会　計　名 令和２年度末
残高見込額

一 般 会 計 58億2,521万円
国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 5,990万円

介護保険特別会計 5億2,594万円
水 道 事 業 会 計 1,021万円

合　　　計 64億2,125万円

会　計　名 令和２年度末
残高見込額

一 般 会 計 356億1,694万円
水 道 事 業 会 計 83億9,948万円
下 水 道 事 業 会 計 263億7,786万円
病 院 事 業 会 計 51億4,344万円

合　　　計 755億3,772万円

地方交付税
106億円
（35.0％）

市税
69億1,505万円
（22,9％）国庫支出金

30億9,625万円
（10.2％）

市債
22億3,130万円
（7.4％）

県支出金
18億7,325万円
（6.2％）

地方消費税交付金
12億9,500万円
（4.3％）

諸収入
12億6,389万円
（4.2％）

繰入金
12億3,288万円
（4.1％）

その他
17億2,239万円
（5.7％）

民生費
91億6,401万円
（30.3％）

公債費
46億9,124万円
（15.5％）土木費

44億1,783万円
（14.6％）

総務費
29億9,153万円
（9.9％）

衛生費
28億9,214万円
（9.6％）

教育費
26億82万円
（8.6％）

農林水産業費
14億3,632万円
（4.8％）

消防費
13億160万円
（4.3％）

その他
7億3,453万円
（2.4％）

平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和１ 令和２
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20

基金残高（左軸） 人口一人あたりの額（右軸）

62.362.3
73.273.2
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12.112.1 12.912.9 12.012.0 12.012.0 11.311.3 12.112.1 12.812.8

14.114.1
11.511.5

77.677.6
71.371.3 70.170.1 65.565.5 69.369.3 72.572.5

78.678.6

64.264.2

（億円）

（年度）

（万円）
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142.9142.9 144.8144.8 147.0147.0 148.5148.5 155.7155.7 153.5153.5 150.4150.4 146.0146.0 141.6141.6 135.2135.2
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○
保
育
園
大
規
模
改
修
事
業

　
継
続
　
６
，５
２
５
万
円

　
令
和
３
年
度
の
上
長
崎
・
下
長
崎
保
育

園
統
合
に
向
け
て
、
下
長
崎
保
育
園
の
改

修
を
行
い
ま
す
。

重
点
事
業
の
概
要
と
予
算
額

新
規
・
拡
充
事
業
を
中
心
に

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た

１　
保
険
・
医
療
・
福
祉

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・

福
祉
・
子
育
て
の
ま
ち

○
地
域
医
療
推
進
事
業
運
営
補
助
金

　
新
規
　
１
，８
７
５
万
円

　
地
域
医
療
推
進
の
た
め
の
寄
附
講
座
を

開
設
し
、
地
域
医
療
に
情
熱
を
持
っ
た
医

師
の
育
成
を
図
り
、
医
師
不
足
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
旧
大
巻
小
学
校
解
体
撤
去
工
事

　
新
規
　
２
億
１
２
７
万
円

　
旧
大
巻
小
学
校
敷
地
の
将
来
的
な
有
効

活
用
の
た
め
、
校
舎
、
体
育
館
な
ど
の
解

体
撤
去
を
行
い
ま
す
。

○
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
促
進
事
業

　
拡
充
　
４
８
３
万
円

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
支
援
し
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
ま
す
。

　
学
校
支
援
地
域
本
部
は
、
令
和
元
年
度

に
設
置
の
「
や
ま
と
本
部
」
を
含
め
３
本

部
体
制
で
活
動
し
ま
す
。

下長崎保育園

２　
教
育
・
文
化

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む

喜
び
の
あ
る
ま
ち

○
ラ
イ
ド
オ
ン
南
魚
沼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
拡
充
　
２
０
０
万
円

　
自
転
車
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
団
体

「
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

Ｏ
Ｎ
南
魚
沼
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
活
動
を
推
進
し
、
自
転
車
愛
好
家

を
増
や
す
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
と
し
て
、

市
内
に
自
転
車
ラ
ッ
ク
や
案
内
看
板
を
設

置
し
ま
す
。

ラ

イ

ド

オ

ン

３　
環
境
共
生

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
そ
し
て

共
に
生
き
、
１
０
０
年
後
に

引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

○
地
盤
沈
下
対
策
事
業

　
継
続
　
１
，２
０
０
万
円

　
引
き
続
き
地
下
水
位
な
ど
の
観
測
を
行

う
と
と
も
に
、
地
下
水
利
用
の
適
正
化
の

促
進
を
図
る
た
め
、
降
雪
検
知
器
な
ど
を

設
置
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業

　
継
続
　
３
３
７
万
円

　
ご
み
処
理
施
設
の
安
全
性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
活
用
な
ど
に
関
す
る
先
進
地
視
察

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
減
量
化
、
新

施
設
の
規
模
、
付
帯
施
設
な
ど
に
関
す
る

検
討
を
行
い
ま
す
。

武蔵野クリーンセンター視察
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４　
都
市
基
盤

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
ま
ち

○
街
路
新
設
改
良
事
業

　
継
続
　
７
億
９
，
０
９
９
万
円

　
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
街
路
（
道
路
）

の
改
良
を
行
い
、
市
民
生
活
の
利
便
性
向

上
を
図
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
樋
渡
東

西
線
ア
プ
ロ
ー
チ
部
工
事
の
継
続
費
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
。

○
銭
淵
公
園
整
備
事
業

　
新
規
　
７
，２
０
０
万
円

　
銭
淵
公
園
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
駐

車
場
の
拡
張
と
ト
イ
レ
の
改
築
を
進
め
ま

す
。

○
市
営
住
宅
総
合
改
善
事
業

　
新
規
　
８
０
０
万
円

　
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て
、

「
改
善
中
心
」
か
ら
「
継
続
管
理
・
用
途

廃
止
中
心
」
に
方
針
転
換
を
図
り
、
計
画

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。（
計
画
期
間
は

令
和
２
年
度
〜
令
和
21
年
度
）

○
森
林
整
備
促
進
事
業
費

　
新
規
　
８
８
０
万
円

　
森
林
整
備
の
促
進
や
人
材
育
成
、担
い

手
の
確
保
、木
材
利
用
の
促
進
、普
及
啓
発

活
動
な
ど
に
よ
り
、林
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
の
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
観
光
振
興
事
業
費

　
拡
充
　
１
億
２
３
９
万
円

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
地
域
再
生
計
画

制
度
活
用
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
誘

客
と
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
異
常
少
雪
対
策
事
業
と
し
て
、

観
光
業
活
動
費
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま

す
。

 

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
業

　
拡
充
　
２
，１
２
２
万
円

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
開
始
（
令
和
２
年

９
月
予
定
）
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
険
証
利
用
（
令
和
３
年
３
月
予
定
）
に

向
け
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

率
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
受
付
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

　
拡
充
　
９
，９
５
６
万
円

　
市
内
12
地
区
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
越
大
震
災
地
域
復
興
支
援
事

業
を
活
用
し
た
基
金
設
置
に
よ
る
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

喜平次と与六像（銭淵公園）

利用間伐

配布するスノーパック

５　
産
業
振
興

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然

や
人
に
や
さ
し
く
力
強
い
産
業

の
ま
ち

６　
行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

世
界
に
ひ
ら
く
市
民
が
誇
り
を

も
て
る
ま
ち

　
社
会
教
育
事
業（
旧
公
民
館
分
館
事
業
）

の
推
進
と
取
り
組
み
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
雪
資
源
活
用
事
業

　
拡
充
　
４
，０
０
０
万
円

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
の
取

り
組
み
を
通
し
て
、
雪
資
源
活
用
に
よ
る

環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
南
魚
沼
の

魅
力
発
信
を
目
標
と
し
た
、
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
い
ま
す
。

○
緊
急
時
情
報
伝
達
事
業

　
拡
充
　
２
，１
６
６
万
円

　
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
や
メ
ー
ル
配
信
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
緊
急
時
に
お
け
る
市
民

へ
の
情
報
伝
達
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊジ

ェ

イ

ア

ラ

ー

ト

-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）と
ソ
ー
シ
ャ
ル・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
な
運
用

を
進
め
、
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な

る
普
及
と
利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
購
入
に
要
配
慮
世
帯

を
重
点
と
し
た
助
成
制
度
を
設
け
ま
す
。
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い
つ
で
も
　
ど
こ
で
も

市
民
ふ
れ
あ
い
講
座

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
秘
書
広
報
課

　
　
☎ 

７
７
３‒

６
６
５
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

７
７
２‒

３
０
５
５

　
市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
、
市
の

職
員
が
集
会
な
ど
に
直
接
出
向

き
、
講
座
一
覧
に
掲
げ
た
施
策
や

事
業
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
事
業
で
す
。

　
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象

　
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
市
民
が

参
加
し
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
集

会会
場
の
手
配

　
集
会
の
開
催
・
運
営
、
会
場
の

手
配
な
ど
は
申
込
者
が
行
っ
て
く

だ
さ
い
（
25
番
の
火
災
予
防
教
室

は
除
く
）

実
施
す
る
日
時

　
希
望
を
確
認
し
、
日
程
調
整
し

ま
す
。

　
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

の
間
で
、
１
講
座
の
所
要
時
間
は

約
１
時
間
で
す
。（
21
番
の
バ
ス
の

乗
り
方
講
座
は
午
前
９
時
〜
夕
暮

れ
前
ま
で
の
間
に
開
催
。
24
番
の

普
通
救
命
講
習
会
は
約
３
時
間
）

講
座
メ
ニ
ュ
ー

　
希
望
の
講
座
を
下
記
の
講
座
一

覧
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
一

覧
以
外
の
内
容
を
希
望
す
る
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用

　
市
職
員
の
派
遣
費
用
、
資
料
代

は
不
要
で
す
。

　
集
会
の
開
催
・
運
営
経
費
、
会

場
使
用
料
、
有
料
の
資
料
を
指
定

し
た
場
合
の
経
費
は
、
申
込
者
で

ご
負
担
く
だ
さ
い
。

申
込
み

　
開
催
希
望
日
の
14
日
前
ま
で

に
、
申
込
書
を
秘
書
広
報
課
か
、

講
座
担
当
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
後
日
、
決
定
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。

※ 

郵
送
・
フ
ァッ
ク
ス
で
も
申
込
み

可
。
申
請
書
は
、秘
書
広
報
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
ま

で
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

注
意

　
市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
、
要
望

や
苦
情
相
談
な
ど
を
行
う
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

令和２年度　市民ふれあい講座一覧
番号 メニュー名 内　　　容 担当係・班名
1 防災座談会 防災をテーマに意見交換。ハザードマップ・防災ハンドブックの活用 総務課 防災庶務班

2 マイナンバーカード出張受付 マイナンバーカードを利用してできるサービスの説明と申請受付
を出先で行う 市民課 市民班

3 農業所得の申告方法 農業の収支内訳書、減価償却費の作成方法 税務課 市民税係4 住民税・所得税のしくみ 市・県民税と所得税の計算方法と申告方法
5 考えようごみ問題 ごみの分別と再資源化、ごみ処理の現状と問題点 廃棄物対策課 廃棄物対策係
6 介護保険のしくみと利用方法 介護保険のしくみ、利用方法、サービス事業所の紹介、地域包括ケア 介護保険課 介護保険係
7 介護予防で体もいきいき 介護予防の取り組み、簡単な体操

介護保険課
各地域包括支援センター

8 お口の健康で心も体も元気 口腔と介護予防の関連、健口体操と口腔ケア
9 頭いきいき脳リフレッシュ（認知症予防） 認知症の予防と実際の取り組み
10 認知症サポーター養成講座 認知症の正しい理解と接し方
11 出張健康講座 自己流ではない自分に合った食事の方法を学習

保健課 保健業務班

12 ウォーキングロード・健康ウォーキング
地域のいいところを発見しながら、市内の健康ウォーキングロー
ドを歩きます

13 血圧の正しい測り方から学ぶ健康管理 健康的な生活には血圧の管理が大切です。あなたの血圧の知識は
古いかも？

14 南魚沼市民の血管が危ない！ 市民の健康実態を知って、健診結果を活用しましょう
15 楽しく食育 乳幼児期から老齢期までの食育を学習(料理講習も開催可)

16 飲酒と心の健康～お酒の上手な飲み方～ お酒の賢い飲み方を教えます

17 うつ病の理解と対応、心のサポートを考える
ストレスを乗り切るために必要なことや、サポート方法などを学
習

18 お口の健康教室 健康の第一歩はお口から。80歳になっても20本以上の健康な
歯を保つための方法を学習

19 がん予防と早期発見 生活習慣の改善でがん予防。健診、人間ドックやがん検診の必要
性と効果を学習

20 ことば・こころを育む育児力アップ講座
赤ちゃんの言葉と心の成長を促すかかわり方、スキンシップなど
を教えます

21 バスの乗り方教室 バスを使った乗降の仕方や運賃表の見方などの説明、体験 都市計画課 都市計画係

22 子どもの上手なほめ方 叱ることを減らしてほめ上手になるこつを教えます 子ども・若者育成支援セ
ンター 育成支援係

23 南魚沼市の文化財 市の文化財の説明 社会教育課 文化振興班
24 普通救命講習会 心肺蘇生法・止血法・AED使用法など 消防本部 警防課 救急係
25 火災予防教室 消火器・公設消火栓の使い方など(会場：南魚沼市消防本部) 消防本部 予防課 予防係
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
、
申
告
所
得

税
、
贈
与
税
、
個
人
事
業
者
の
消

費
税
の
申
告
期
限
・
納
付
期
限
が

延
長
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、

口
座
振
替
日
が
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

○ 

４
月
16
日
㈭
ま
で
に
申
告
し
た

場
合

申
告
所
得
税
　
５
月
15
日
㈮

個
人
事
業
者
の
消
費
税

　
５
月
19
日
㈫

　
口
座
振
替
は
、
申
告
期
限（
４

月
16
日
㈭
）ま
で
に「
振
替
依
頼

書
」と「
確
定
申
告
書
」を
提
出
し

た
場
合
に
限
り
利
用
で
き
ま
す
。

　
残
高
不
足
な
ど
で
、
振
替
日
に

引
落
し
が
で
き
な
い
場
合
は
、
納

期
限
（
４
月
16
日
㈭
）
の
翌
日
か

ら
納
付
日
ま
で
の
延
滞
税
が
課
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○ 

申
告
期
限
の
延
長
を
し
た
場
合

　
振
替
納
付
日
に
つ
い
て
は
、
個

別
に
小
千
谷
税
務
署
か
ら
連
絡
し

ま
す
。

市 税 納 期
【問合せ】　税務課 収税班　☎７７３－６６６９

各税目納期一覧表（納税通知書が届いたら、必ず開封し納期限までに納めてください）

　安全・確実な　口座振替（口座からの自動引き落とし）が便利です
　口座振替日の前営業日（営業時間内）までに、引落しに必要な額を口座に入金してください。残高不足
などで口座振替できなかった場合は、届いた｢口座振替不能通知書｣を使用し、現金で金融機関、コンビニ
エンスストア、市役所各庁舎で納めてください。
手続き
市内の金融機関　通帳、届出印、納税通知書を持参し、｢口座振替依頼書｣を記入して金融機関の窓口に提出
※｢口座振替依頼書｣は各金融機関にあります
郵送専用用紙　市ウェブサイトから「口座振替依頼書」をダウンロードし、税務課に提出
※詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください
開始日
　｢口座振替依頼書｣ を提出すると、提出日の翌月の納期分から口座振替が開始されます。
　ただし、５月に提出した人は、７月からの開始となります。ご注意ください。
口座振替の終了や振替方法変更
　「口座振替を終了」「期別振替から全納」「全納から期別振替」など、振替方法を変更する場合は、税務課か
大和・塩沢市民センターで振替日の８営業日前までに手続きしてください。

　コンビニエンスストアで納税できます
　納税できるコンビニエンスストアは、納税通知書の裏面に記載してあります。取扱期限にご注意ください。

　ＴＡＸサポート券での納税
　南魚沼市スタンプ・ポイント連合会のＴＡＸサポート券は、市役所窓口での納税に使用できます。

メール配信サービスの停止
　税務課からメールで配信している、納税通知書の発送や納期限をお知らせするサービスは、一部の
利用者にメールが届かない現象が発生しています。４月以降、対策が完了するまで、メール配信サー
ビスを停止しています。ご了承ください。

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
市・県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
軽 自 動 車 税 全期
国民健康保険税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期
納 期 限 日
（口座振替日） 6 ／ 1 6 ／ 30 7 ／ 31 8 ／ 31 9 ／ 30 11 ／ 2 11 ／ 30 1 ／ 4 2 ／ 1 3 ／ 1 3 ／ 31

申
告
所
得
税
な
ど
の
口
座
振

替
日
の
変
更

【
問
合
せ
】
小
千
谷
税
務
署

☎
０
２
５
８
‐
８
３
‐
２
０
９
０

音
声
案
内
「
２
」
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令和２年度　軽自動車税（種別割）の税率
【問合せ】　税務課 市民税係　☎７７３－６６６８

原付・軽二輪・小型二輪・小型特殊・農耕車の税率

三輪・四輪以上の軽自動車

軽課（軽減）基準

グリーン化特例制度（軽自動車税の軽減）
　令和元年度（平成31年度）に新規登録した軽自動車で、排出ガス性能と燃費性能が優れた車には、令和
２年度軽自動車税（種別割）に限り、環境性能に応じたグリーン化特例（軽課）を適用します。
対象車　平成31年４月～令和２年３月に新規登録した軽自動車
軽課（軽減）基準
①電気軽自動車・天然ガス軽自動車：75％軽減
※ 天然ガス軽自動車は、平成30年排出ガス規制に適合するものまたは平成21年排出ガス規制に適合し、

かつ平成21年排出ガス基準値より10％以上窒素酸化物の排出量が少ないものに限ります
② 乗用 令和２年度燃費基準＋30％達成車・ 貨物 平成27年度燃費基準＋35％達成車：50％軽減
③ 乗用 令和２年度燃費基準＋10％達成車・ 貨物 平成27年度燃費基準＋15％達成車：25％軽減
※ ②と③は、平成17年排出ガス基準75％低減達成車または平成30年排出ガス基準50％低減達成車に限り

ます。燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載があります

車種区分 税率 車種区分 税率

原付

50cc以下 2,000円 軽二輪（125cc超250cc以下） 3,600円
50cc超90cc以下 2,000円 小型二輪（250cc超） 6,000円
90cc超125cc以下 2,400円

小型特殊自動車
農耕作業用のもの 2,400円

ミニカー 3,700円 その他のもの 5,900円
雪上車 3,600円

車種区分
平成19年３月ま
でに初度検査を受
けた車両

平成27年３月31
日までに初度検査
を受けた車両

平成27年４月１
日以降に初度検査
を受けた車両

三輪 4,600円 3,100円 3,900円

四輪以上
乗用

自家用 12,900円 7,200円 10,800円
営業用 8,200円 5,500円 6,900円

貨物
自家用 6,000円 4,000円 5,000円
営業用 4,500円 3,000円 3,800円

車種区分
グリーン化特例（軽課税率）

75％軽減 50％軽減 25％軽減
三輪 1,000円 2,000円 3,000円

四輪以上
乗用

自家用 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨物
自家用 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 1,000円 1,900円 2,900円
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納
税
義
務
者
は
４
月
１
日
の
所
有
者

　
納
税
通
知
書
に
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
内
容
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
次
の

場
合
は
、
課
税
さ
れ
ま
す
。

・ 

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
（
譲
渡
）
の
手

続
き
を
し
た
場
合

　 

１
年
分
課
税
（
月
割
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・ 

変
更
・
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場

合
　 

１
年
分
課
税
。来
年
の
３
月
末
ま
で
に

手
続
き
を
し
な
い
と
、来
年
度
以
降
も

課
税
さ
れ
ま
す
。早
急
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

納
税
証
明
書

　
車
検
に
必
要
で
す
。
車
検
証
と
一
緒
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
納
税
証
明
書
は
、
６
月
８

日
㈪
に
発
送
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
納
税
の
場
合
の
有
効
期
限

は
、
令
和
３
年
６
月
15
日
㈫
で
す
。

　
納
税
証
明
書
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
税

務
課
収
税
班
　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
９

　
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
。

　
同
封
の
課
税
明
細
書
は
、
確
定
申
告
時

に
、
農
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
必
要
経

費（
租
税
公
課
）の
計
算
に
役
立
ち
ま
す
。

令
和
３
年
の
申
告
時
期
ま
で
保
管
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

家
の
税
金
が
高
く
な
る
場
合

　
納
税
通
知
書
を
発
送
後
、「
家
の
税
金

が
高
く
な
っ
た
」
と
い
う
問
合
せ
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
は
、居
住
床
面
積
２
８
０
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
新
築
住
宅
の
場
合
に
、
居
住

用
部
分
の
床
面
積
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
税
額
を
、
２
分
の
１
に
減
額
す
る

特
例
が
３
年
間
（
長
期
優
良
住
宅
の
場
合

は
５
年
間
）
で
終
了
し
た
た
め
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
28
年
（
長
期
優
良
住

宅
の
場
合
は
平
成
26
年
）
に
新
築
し
た
住

宅
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
通
常
の
税
額
で

課
税
さ
れ
ま
す
。

土
地
、
家
屋
を
売
っ
た
、
ま
た
は
取
壊
し

た
の
に
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
登
記
簿
上
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
売
買
契
約
が
終
了
し
て
も
、
新
し
い

所
有
者
が
登
記
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
、

前
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
１
月
２
日
以
降
に
取
り
壊
し
た
家
屋
も

１
年
間
課
税
さ
れ
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
税
務
課
資
産
税
班
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
き
な

い
人
を
対
象
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
受
付
と
交
付
事
務
、
更
新
事
務
を

行
い
ま
す
。
９
月
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
実
施
を
予
定
し
、
令
和
３
年
３
月

か
ら
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
を
開
始

し
ま
す
。

　
開
始
時
期
が
近
づ
く
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
が
混
み
合
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
申
請
か
ら
交
付
ま
で
通

常
１
か
月
半
程
か
か
り
ま
す
。
早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は
行
い
ま

せ
ん

開
設
日
時

時
間
外
窓
口

・
午
後
５
時
15
分
〜
７
時

・
５
月
20
日
㈬
、
６
月
17
日
㈬
、

　
７
月
15
日
㈬
、
８
月
19
日
㈬
、

　
９
月
16
日
㈬
、
10
月
21
日
㈬
、

　
11
月
18
日
㈬
、
12
月
16
日
㈬
、

　
令
和
３
年
１
月
20
日
㈬
、

　
２
月
17
日
㈬
、
３
月
17
日
㈬

日
曜
窓
口

・
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

・
５
月
24
日
、
６
月
28
日
、

　
７
月
12
日
、
８
月
23
日
、

　
９
月
27
日
、
10
月
25
日
、

　
11
月
29
日
、
12
月
13
日
、

　
令
和
３
年
１
月
24
日
、

　
２
月
28
日
、
３
月
28
日

※ 

令
和
３
年
３
月
28
日
の
み
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

受
付
窓
口
　
本
庁
舎 

総
合
窓
口

持 

ち
物
　
通
知
カ
ー
ド
（
紛
失
の
場
合
不

要
）、
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
１

点
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
）、
そ
の
他
の
本
人
が
確

認
で
き
る
書
類
１
点
（
保
険
証
、
年
金

手
帳
な
ど
）、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
所
有
者
の
み
）、
印
鑑

※ 

顔
写
真
は
、
窓
口
で
無
料
撮
影
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を

５
月
15
日
㈮
に
発
送

﹇
納
期
限
は
６
月
１
日
㈪
﹈

【
問
合
せ
】
税
務
課 

市
民
税
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
８

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を

５
月
15
日
㈮
に
発
送

【
問
合
せ
】
税
務
課 

資
産
税
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
交
付

の
た
め
の
時
間
外
窓
口
、
日
曜
窓

口
を
開
設

【
問
合
せ
】
市
民
課 

市
民
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

見　本

マイナンバー公式ＰＲ
キャラクター「マイナちゃん」



市報 みなみ魚沼　令和2年5月1日発行 14

　
売
買
な
ど
の
取
引
や
業
務
上
の
証
明
行

為
な
ど
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
は
、
計

量
法
で
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
定
期
検
査
を
受
け

て
い
な
い
「
は
か
り
」
や
不
合
格
の
「
は

か
り
」
を
使
用
す
る
と
、
計
量
法
で
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
前
回
検
査
を
受
け
た
人
と
事
業
所
に
、

事
前
調
査
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
し
、
商
工
観
光
課
へ
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　
新
し
く
事
業
を
始
め
た
人
な
ど
、
事
前

調
査
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
期
検
査
対
象
の
「
は
か
り
」
例

・ 

商
店
・
露
店
・
行
商
な
ど
で
商
品
の
計

り
売
り
に
使
用
す
る
も
の

・ 

病
院
・
薬
局
な
ど
で
薬
の
調
剤
用
に
使

用
す
る
も
の

・ 

病
院
・
医
院
・
診
療
所
・
学
校
・
幼
稚

園
・
保
育
園
な
ど
で
、
健
康
診
断
、
身

体
検
査
用
に
使
用
す
る
も
の（
体
重
計
）

・ 

運
送
業
者
な
ど
が
、
貨
物
運
賃
の
算
出

な
ど
に
使
用
す
る
も
の
（
宅
配
便
の
取

次
店
を
含
む
）

・ 

農
業
・
漁
業
な
ど
に
従
事
す
る
人
が
農

産
物
・
水
産
物
な
ど
の
売
買
ま
た
は
出

荷
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の
（
農
協
な

ど
で
再
計
量
す
る
も
の
は
除
く
）

・ 

工
場・事
業
所
な
ど
で
原
材
料
の
購
入・

製
品
の
販
売
・
出
荷
や
納
品
検
収
用
に

使
用
す
る
も
の

・ 

公
共
機
関
へ
の
報
告
や
公
共
機
関
が
行

う
統
計
の
公
表
な
ど
に
使
用
す
る
も
の

・ 

大
型
計
量
器
や
土
地
、
建
物
に
固
定
さ

れ
た
計
量
器
を
所
有
し
て
い
る
事
業
者

（
計
量
士
に
よ
る
代
検
査
の
対
象
と
な

り
ま
す
）

・ 

高
精
度
は
か
り
・
運
搬
が
著
し
く
困
難

な
包
装
機
・
値
付
機
付
は
か
り
を
所
有

し
て
い
る
事
業
者
（
計
量
士
に
よ
る
所

在
場
所
検
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

※ 

高
精
度
は
か
り
と
は
、
電
気
式
は
か
り

で
、
ひ
ょ
う
量
／
目
量
が
１
／
１
０
０

０
０
未
満

免
除
対
象
の
「
は
か
り
」

　
検
定
証
印
ま
た
は
基
準
適
合
証
印
を
付

し
た
年
月
（
検
定
証
印
ま
た
は
基
準
適
合

証
印
の
隣
接
し
た
箇
所
に
付
さ
れ
て
い
ま

す
）
か
ら
３
年
以
内
の
も
の
は
、
購
入
後

１
回
目
の
定
期
検
査
が
免
除
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
31
年
４
月
１
日
付
で
法
律

が
改
正
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
取
り
扱
い
に

な
り
ま
し
た
。

改
正
前

　
平
成
31
年
３
月
以
前
の
年
月
が
付
さ
れ

た
も
の
は
、
付
さ
れ
て
か
ら
３
年
以
内
の

購
入
後
１
回
目
の
定
期
検
査
を
免
除

改
正
後

　
平
成
31
年
４
月
以
降
の
年
月
が
付
さ
れ

た
も
の
は
、
付
さ
れ
て
か
ら
１
年
以
内
の

定
期
検
査
を
免
除

例　
前
回
（
平
成
30
年
６
月
）
検
査
以
降
に

新
規
購
入
し
た
も
の
が

・ 

平
成
30
年
７
月
〜
平
成
31
年
３
月
ま
で

の
年
月
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
改

正
前
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
た
め
免
除

・ 

令
和
元
年
７
月
以
降
の
年
月
が
付
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
改
正
後
の
法
律
が
適

用
さ
れ
る
た
め
免
除

そ
の
他

　
事
前
調
査
の
結
果
に
よ
り
対
象
者
と
な

っ
た
場
合
は
、
一
般
社
団
法
人
新
潟
県
計

量
協
会
か
ら
検
査
日
の
お
お
む
ね
２
週
間

前
に
検
査
通
知
書
（
検
査
日
時
・
会
場
を

明
記
し
た
は
が
き
）
が
届
き
ま
す
。

　
検
査
手
数
料
は
、
検
査
当
日
に
現
金
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
領
収
書

を
交
付
し
ま
す
。

　
受
験
を
失
念
し
た
場
合
や
都
合
に
よ
り

受
験
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
新
潟
県
計

量
協
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連 

絡
先
　
一
般
社
団
法
人 

新
潟
県
計
量

協
会
（
新
潟
県
三
条
地
域
振
興
局
内
）

☎
０
２
５
６
‐
３
６
‐
２
３
５
４

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う

【
問
合
せ
】

　
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
５

令和２年度　特定計量器定期検査の日程
会　場 期日・受付時間

コミュニティホール
さわらび

6月16日（火）
　　　10：00 ～ 11：30
　　　13：00 ～ 15：30
6月17日（水）　
　　　 9：00 ～ 11：30
　　　13：00 ～ 15：30
6月18日（木）
　　　 9：00 ～ 11：30
　　　13：00 ～ 15：30
6月19日（金）
　9：00 ～ 11：30 （午前のみ）

塩沢公民館

6月22日（月）
　　　10：00 ～ 11：30
　　　13：00 ～ 15：30
6月23日（火）
　　　 9：00 ～ 11：30
　　　13：00 ～ 15：30
6月24日（水）
　　　 9：00 ～ 11：30
　　　13：00 ～ 15：30
6月25日（木）
　　　 9：00 ～ 11：30
　　　13：00 ～ 15：30
6月26日（金）
　9：00 ～ 11：30 （午前のみ）
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社
会
教
育
委
員
は
、
市
民
の
意
向
を
社

会
教
育
行
政
に
反
映
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
委
員
は
公
民
館
運
営
審
議
会
委

員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

任 

期
　
４
月
１
日
㈬
〜
令
和
４
年
３
月
31
日
㈭

髙
橋 

克
美
〔
九
日
町
〕

上
村 

寿
美
子
〔
五
日
町
〕

上
村 

美
幸
〔
湯
谷
〕

田
村 

香
〔
島
新
田
〕

深
澤 

和
基
〔
五
日
町
〕

豊
野 

賢
〔
市
野
江
甲
〕

髙
橋 

登
〔
浦
佐
小
学
校
〕

坂
西 

徳
彦
〔
八
海
中
学
校
〕

桑
原 

圭
美
〔
塩
沢
〕

吉
田 

光
利
〔
京
岡
新
田
〕

支
給
対
象
者

　
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、令
和

２
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
取
る
人
が
い

社
会
教
育
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 
生
涯
学
習
班

☎
７
７
３
‐
６
６
１
０

な
い
場
合
で
、次
の
順
位
に
よ
る
遺
族
１
人

１
．弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．戦
没
者
の
子
ど
も

３ 

．戦
没
者
の
①
父
母
、②
孫
、③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
な
ど
の
要
件

を
満
た
す
か
ど
う
か
で
順
番
が
変
わ
り

ま
す
）

４ 

．１
〜
３
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族（
戦

没
者
の
死
亡
時
ま
で
、
引
き
続
き
１
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
）

支 

給
内
容
　
額
面
25
万
円
の
５
年
償
還
の

記
名
国
債

請
求
期
間

　
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

申 

請
窓
口
　
福
祉
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民

セ
ン
タ
ー

注
意
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
と
、
窓
口
で
の
混
雑
緩
和
の
た

め
、
請
求
期
間
を
確
認
の
上
、
急
ぎ
で

は
な
い
申
請
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
春
に
開
催
し
て
い
る
、
も
う
１
つ

の
成
人
式
「
ス
プ
リ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」

を
、
５
月
に
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
延
期
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
再
度
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

期
日
　
変
更
前
　
５
月
10
日
㈰

　
　
　
変
更
後
　
９
月
27
日
㈰

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
の

世
帯
状
況
調
査
に
伺
い
ま
す
。

実
施
時
期
　
５
月
中
旬
〜
７
月

対
象
世
帯

・ 

高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世
帯

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・ 

高
齢
者
と
15
歳
未
満
の
み
の
世
帯

・
重
度
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

　
調
査
結
果
は
、
見
守
り
活
動
や
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
案
内
な
ど
に
活
用
し

ま
す
。

　
５
月
12
日
は「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」、12
日
㈫
〜
18
日
㈪
は「
活
動
強
化

週
間
」で
す
。民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、自
主
的
な
活
動
を
充

実
強
化
す
る
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
実
情
を
ふ
ま
え
た「
わ
が
ま
ち
な

ら
で
は
」の
活
動
強
化
方
策
に
基
づ
き
、関

係
団
体
が
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

　
南
魚
沼
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
存
在
と
活
動
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
広
報
・
周
知
活
動
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用

し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽
に

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
相
談
者
の

立
場
に
立
っ
て
、
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と

を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
名
簿
を
、

16
・
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載

第
11
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

厚
生
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

高
齢
者
世
帯
の
訪
問
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

５
月
12
日
㈫
は

「
民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
」

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

MSGフェスタでの活動（南魚沼市民会館）

【
問
合
せ
】
総
合
支
援
学
校

　
共
生
社
会
づ
く
り
推
進
室

☎
７
７
３
‐
３
７
７
０

ス
プ
リ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
新
成
人
の
集
い
）
開
催
を
延
期
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南魚沼市民生委員・児童委員、主任児童委員名簿（５月１日現在）
【任期：～令和４年11月30日】

大　和　地　域 塩　沢　地　域
氏　名 住　所 電話番号 担当区域

髙 井 政 子 塩沢1491 782-0367 一分区
山 口 悦 男 塩沢55-9 782-9811 二分区
田 澤 静 江 塩沢2489 782-1609 三分区（北側）
貝 瀬 幹 夫 塩沢1228-12 782-0178 三分区（南側）
熊木小夜子 塩沢1112-12 782-1361 四分区
室 橋 好 子 塩沢227-2 782-0402 五分区
荒 井 良 美 塩沢1081-8 782-0829 六分区（南側）
清 水 道 夫 塩沢399-6 782-3693 六分区（北側）
髙 野 隆 夫 中243 782-4037 目来田、中
峠 　 定 夫 樺野沢42 782-9060 樺野沢
飯酒盃正子 天野沢206-7 782-2084 天野沢、泉盛寺

田村千枝子 吉里2767 782-9021 栃窪、岩之下、
北山

富井𠀋一郎 吉里1068 782-3921 吉里
高 橋 重 勝 片田139 782-9182 思川、片田
笛 木 春 子 竹俣新田154 782-3681 竹俣新田、竹俣

星 野 正 男 上十日町
711-35 782-2052 島新田、上十日町

舘 野 丈 吉 大木六新田26 782-1530 中子、中野、古川

舘野惠美子 八竜新田
307-4 782-1531 大里、小木六、

八竜
荒 川 俊 夫 大木六673 782-2168 小杉、大木六

平 賀 一 行 大木六1153 782-2363 吉山、大木六原、
柄沢

平 賀 　 昇 仙石511 782-9698 仙石、徳田
今 井 良 江 舞子1515-3 782-9441 舞子　
山 口 礼 子 舞子1819-45 783-4416 万条、大原
齋 木 廣 行 姥島新田347 783-2092 姥島、五丁歩

倉 科 貞 良 五郎丸858 782-2415 論丸、坪池、
五郎丸

野 上 良 枝 石打353 783-4446 石打（南側）
髙 野 照 美 石打1853-5 090-5750-4262 石打（北側）
上 村 　 智 関1147-1 783-2172 関（南側）
田村傳太郎 関1049 783-2027 関（北側）
星 野 政 男 上野168-1 783-2765 上野

片 山 千 尋 宮野下453-6 783-3604 上一日市、下一日市、
宮野下、大和

木村美枝子 君沢716 783-4034 君沢
阿 部 容 子 大沢322 783-2841 大沢
太 田 忠 夫 南田中411-1 783-3276 砂押、南田中
小 林 隆 明 枝吉244-12 782-1773 枝吉、早川
米 田 圭 子 雲洞625 782-2690 雲洞
佐 藤 惠 子 三郎丸331-1 782-3788 長表、三郎丸
小野澤　守 長崎465-14 782-2377 金清坊、中之島
秋 山 悦 夫 長崎1302-5 782-0559 上田掛之下、広道
見留けい子 長崎3090 782-3144 原芝野、横新田

阿 部 潤 子 台上28 782-3324 上神字、姥沢、
台上

角 田 哲 夫 滝谷569 782-3241 滝谷
貝 瀬 京 子 滝谷1052 782-1011 沢口、一之沢
小野塚彰一 清水467 782-3405 蟹沢、清水

桑 原 秀 幸 上十日町
711-27 782-2765 主任児童委員

桑 原 　 博 塩沢1330-2 782-0272 主任児童委員
片 山 明 美 上一日市535 783-3257 主任児童委員

氏　名 住　所 電話番号 担当区域
関 　 昌 子 浦佐2462 777-2224 本町、西浦、富町 
羽 賀 謙 一 浦佐2239 777-3321 新町、川原町

小 澤 義 篤 浦佐291-6 777-2526 浦佐門前、
浦佐上町、田町

富 所 澄 子 浦佐4448-4 777-3212 天王町（北西側）、
浅地町

行 方 和 弘 浦佐3768 777-2752 天王町（北東側）
川 上 和 夫 浦佐4582 777-3322 天王町（南側）
関 　 誠 五箇1060 777-3419 町屋、岩山、境川
若 井 敏 江 浦佐5881-5 777-4013 鰕島、浦佐八色

小 幡 與 一 一村尾578 777-2667
一村尾（入町・
上村・前田・
中小路・酒町）、北

南雲美智子 一村尾806-1 777-2373
一村尾（田中・
上新道・中新道・
下新道）

佐 藤 　 厚 市野江乙306 025-759-2145 後山
佐 藤 芳 輝 市野江丙372 025-793-7352 辻又
青 木 　 稔 芹田852-5 777-3306 市野江、芹田
山 田 勝 實 九日町781-3 777-3005 九日町
千喜良絹代 九日町1629-2 777-3440 猫道、名木沢
山 田 明 彦 今町517-1 777-2687 今町、城山新田
高 橋 秀 子 大崎71-2 779-2017 上一、上二、平沢 
田 中 二 郎 大崎3448 779-2558 原小路、寺中
池田美知子 大崎326 775-7096 横、下一、下二 

並 木 惠 子 海士ヶ島新田
250-1 779-2403

柳古新田、
今町新田、
海士ヶ島新田

関 　 昭 穴地232-1
（穴地新田） 779-2234 穴地、穴地新田、

八色原、国際町
米 山 裕 子 水尾401-3 779-2069 水尾（１・２） 
小 林 邦 男 水尾233-1 779-2726 水尾（３・４）
上村由美子 大倉111-1 779-3318 大倉、船ヶ沢新田

朝 吹 好 美 黒土新田
470-7-102号 788-1006 黒土、黒土新田、

荒金

桐 生 健 一 堂島新田
247-子 779-4385 荒山、桐沢、

堂島新田

小澤みさお 茗荷沢新田
28-1 779-3621 茗荷沢、

茗荷沢新田

近 藤 恒 久 大桑原501 779-4003 山崎新田、山崎、
谷地、高田、門前

小田島昇𠮷 雷土新田768 779-3969
芋赤、湯谷、
雷土、雷土新田、
前原町

小 倉 春 男 今町429 777-2189 主任児童委員
髙 野 清 美 茗荷沢599 779-3355 主任児童委員
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六　日　町　地　域
氏　名 住　所 電話番号 担当区域

近 藤 茂 樹 六日町1065-1 773-6266 上町１丁目１区
佐 藤 静 代 東泉田746-4 773-6555 上町１丁目２区
関 　 外 雄 六日町619-4 090-3758-3279 上町１丁目３区
久保田　薫 六日町789-14 772-3635 上町１丁目４区
林 　 和 美 六日町2262 080-5072-4069 上町２丁目
坂 西 和 子 六日町1833 772-2036 仲町 、旭町
澤 田 照 夫 六日町424-1 772-4446 大和町１丁目
鈴 木 永 男 六日町454-10 772-2614 大和町２丁目
齋 藤 　 保 小栗山343-11 773-5731 栄町
伊 藤 尚 典 六日町180 772-3630 伊勢町  
桑 原 良 子 六日町2840-7 773-5020 緑町

大 平 力 男 六日町2013 772-3261
田中町（１～３区
と旧国道291号よ
り東側）

岩 野 弘 一 六日町6-10 772-3836
田 中 町 （ 旧 国 道
291号より西側・
平手川より北側）

井口久美子 八幡17-1 772-3489 八幡１・２区
岩 野 久 昭 坂戸34-20 772-4093 坂戸（上）
選 考 中 坂戸（下）

三 輪 健 司 美佐島1645-4 773-5604

八幡３区、美佐島
１･２･３～４(市
道美佐島国道17
号線より南側)･９
･10区　

戸 田 高 弘 美佐島20-8 772-4268
美佐島３・４(市
道美佐島国道17
号線より北側)･５
～７区、庄之又

吉 樂 　 學 美佐島81-14 773-3288 美佐島８区、北辰
小 倉 良 平 川窪228 773-5326 欠之上 、川窪
發 地 　 豊 君帰264 770-2886 君帰
小 林 雅 孝 余川1506-7 778-0093 余川本町
若 井 義 博 余川1590 773-5444 飯綱町

松 村 和 美 八幡11-9 773-6876 学校町１丁目、
3丁目

田 邊 和 美 余川3378-1 772-2313 学校町２丁目、
４丁目

山 田 　 博 小栗山627 773-5081 小栗山１～３区
渡 邊 　 隆 小栗山1502 773-5029 小栗山４・５区

大 平 文 利 六日町1069-7 772-3129 沖町、西泉田
（市営住宅）

髙 野 　 誠 西泉田751 773-2285
西泉田

（市営住宅除く）、
若葉町 

星 野 栄 子 東泉田710-3 773-2732 東泉田
本 多 茂 夫 大月209 772-4167 上大月、下大月

上 村 容 子 畔地新田328 774-2978 蛭窪、原、
日の出町、永松

丸 山 満 雄 畔地716-1 774-2624 畔地、畔地新田、
小川

今井美与子 野中125 090-4050-8711 清水瀬、野中、
土沢、舞台

勝 又 榮 一 中川728-3 774-3004
京岡、京岡新田、
中川、中川新田、
金城

田 辺 　 昭 山谷316 774-2938 山谷、宮村下新田

松 井 春 一 宮1506 774-2722 宮（宮浦・宮中）、
深沢

氏　名 住　所 電話番号 担当区域
林　十三二 宮610-4 774-2936 宮

（宮本・市営住宅）

小 杉 　 清 岩崎156 772-2577
岩崎、
津久野上新田、
津久野（坂井・
旭町・団地）

今 井 初 江 津久野103-1 772-4248
津久野（荒谷・
中村・宮ノ脇・
段ガ巾）、
津久野下新田

選 考 中 二日町、津久野
（市営住宅）

内 田 知 子 妙音寺166-1 775-2055
野際、妙音寺、
藤原、法音寺、
稲穂ヶ丘

関 　 達 雄 岡624 775-2054
岡、上出浦、
下出浦、上薬師堂、
下薬師堂

久 川 和 彦 山口1788-1 775-3777 山口、広堀、
中手原

山 﨑 重 一 新堀134 775-2450 田崎、新堀

笠原喜一郎 新堀新田
186-1 775-2227 新堀新田、泉

並木トヨ子 麓97-3 776-3319 麓
上村三代子 長森1072-2 775-3274 長森
種 村 啓 子 上原366 775-2149 上原（下）

吉 田 英 子 上原41-14 775-2073 上原（上）、
池田原

久 川 　 勇 泉新田210-3 775-2229 下原、泉新田

南雲まち子 下原新田
408-2 775-2330 下原新田、

長森新田
中 俣 一 雄 野田216 776-3371 野田、北田中
杉 野 博 道 四十日396 776-3550 四十日、西
中嶋ヒデ子 四十日20-11 776-3514 四十日新道

山 本 久 一 宇津野新田
421 776-3555 宇津野、青木

八 木 　 久 奥110 776-3097 奥、大杉
野澤憲之輔 寺尾718 776-3612 寺尾、押出
井 口 直 子 五日町399-5 776-2066 五日町３区

中 沢 武 雄 五日町2347-4 776-2880 五日町２区、
欠之下

鈴 木 桂 子 五日町1991-1 776-2333 五日町１区
井 口 幸 治 六日町942-1 773-6566 主任児童委員
若 井 利 信 新堀520 775-3237 主任児童委員
林 　 義 昭 深沢265 774-2515 主任児童委員

※一部常用漢字で表記しています
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積
雪
の
た
め
休
止
し
て
い
た
検
針
を
再

開
し
ま
す
。
冬
期
間
に
概
算
で
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
料
金
を
精
算
し
、
精
算
内
容

を
６
月
中
旬
に
「
冬
期
精
算
通
知
書
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

冬
期
概
算
制
度

　
積
雪
の
あ
る
冬
期
（
12
月
〜
４
月
）
の

料
金
を
、
前
年
の
実
績
な
ど
に
基
づ
い
て

設
定
し
た
概
算
料
金
で
支
払
っ
て
い
た
だ

き
、
５
月
の
検
針
結
果
で
精
算
す
る
制
度

で
す
。

使
用
水
量
が
多
い
場
合
は

　
「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」に
記

載
し
た
水
量
は
、12
月
〜
５
月
の
使
用
量

か
ら
12
月
〜
４
月
の
冬
期
間
の
認
定
水
量

を
差
し
引
い
た
使
用
量
で
す
。
利
用
人
数

の
増
加
な
ど
の
理
由
が
な
く
使
用
水
量
が

不
自
然
に
多
い
場
合
は
、
漏
水
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

料
金
の
減
免
制
度

　
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
は
、
使

用
者
の
管
理
で
す
。
メ
ー
タ
ー
が
回
っ
た

分
は
、
理
由
を
問
わ
ず
支
払
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
原
則
で
す
。
た
だ
し
、
善
良
な

管
理
を
行
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
破

水
道
の
検
針
を
再
開
し
ま
す

【
問
合
せ
】

　
　

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８
‐
０
２
２
０

損
や
故
障
が
生
じ
、
や
む
を
得
な
い
漏
水

が
あ
っ
た
場
合
は
、
料
金
の
一
部
を
減
免

し
ま
す
。

必
要
書
類

　
減
免
申
請
書
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
修
理
証
明
、
修
理
前
後
の
写
真
、

修
理
か
所
の
図
面

減
免
と
な
ら
な
い
事
例

・ 

不
注
意
に
よ
る
流
し
っ
ぱ
な
し
、
凍
結

な
ど
の
一
般
的
に
想
定
で
き
る
原
因
に

よ
る
漏
水
、
容
易
に
管
理
が
で
き
る
露

出
し
た
配
管
か
ら
の
漏
水
な
ど
、
管
理

の
不
備
が
認
め
ら
れ
る
場
合

・ 
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
以
外
が

修
繕
し
た
場
合

漏
水
の
確
認
方
法

① 

す
べ
て
の
蛇
口
を
閉
め
て
、
水
道
を
使

用
し
て
い
な
い
状
態
に
す
る
。

② 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
、
水
道
メ

ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
を
確
認

す
る
。

③ 

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
少
し
で
も
回
っ

て
い
れ
ば
漏
水
で
す
。

　
漏
水
の
場
合
は
、
市
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
連
絡
し
て
、
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
修
理
費
は
自
己
負
担
で
す
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
適
切
な
管
理
を

　
車
両
な
ど
に
よ
る
破
損
や
沈
下
を
防
護

す
る
、
上
に
物
を
置
か
な
い
、
近
く
に
犬

を
つ
な
が
な
い
な
ど
、
検
針
が
で
き
る
状

態
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
破
損
し
た
場
合

の
修
理
は
、
使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

パイロットマーク

　
水
道
水
を
貯
水
槽
に
貯
め
て
、
建
物
の

利
用
者
に
供
給
す
る
施
設
を
貯
水
槽
給
水

施
設
と
い
い
ま
す
。
貯
水
槽
か
ら
蛇
口
ま

で
の
管
理
は
設
置
者
が
責
任
を
も
っ
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安
心
・
安
全

な
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
貯

水
槽
の
衛
生
管
理
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
犬
の
し
つ
け
方
、
猫
と
楽
し
く
暮
ら
す

た
め
の
知
恵
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。
獣
医
師
が
、
飼
い
方
な
ど
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日

犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
教
室

　
７
月
11
日
㈯
・
８
月
16
日
㈰
・

　
10
月
11
日
㈰
・

　
令
和
３
年
２
月
14
日
㈰

猫
の
飼
い
方
教
室
・
お
悩
み
相
談

　
６
月
13
日
㈯
・
７
月
５
日
㈰
・

　
10
月
24
日
㈯
・ 

12
月
20
日
㈰
・

　
令
和
３
年
２
月
28
日
㈰

※ 

５
月
の
教
室
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

都
合
の
よ
い
日
の
み
の
参
加
可

時 

間　
開
催
日
ご
と
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

会
場

　
新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

費
用　
無
料

定
員　
40
人

※ 

屋
内
で
の
講
義
と
な
る
た
め
、
犬
・
猫

の
同
伴
は
不
可

貯
水
槽
の
衛
生
管
理

【
問
合
せ
】
水
道
課 

水
道
工
務
班

☎
７
７
４
‐
３
１
４
１

犬
・
猫
の
飼
い
方
教
室

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

新
潟
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
８
‐
２
１
‐
５
５
０
１

水道メーター
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一日前プロジェクト
【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎７７３－６６６０

　学校に行ったら、子どもたちが率先して飯ごう※を出したり、畳を干したりしていました。大人
の人も手伝っていましたけれど、確か、その春に卒業したばかりの子どもたちが中心になっていた
と思います。

　最初の３日間ぐらいは、畳とかマットを敷いて、小学校の講堂に避難してきた人たちを寝かせた
のですが、子ども会で年に１回、校庭でキャンプをしているので、講堂のどこに何がしまってある
のか、子どもたちは全部知っているんですね。

　避難所になっている小学校の隣は消防署でしょう。寒いからと言っ
て消防署の人も一緒にたき火をしようということになりました。子ど
もたちは校庭キャンプでバーベキューをした経験があるから、ドラム
缶で火をたこう、お湯を沸かそう、という時に自然にできたのです。

※ 飯ごうとは、アルミニウムなどで作った底の深い炊飯兼用の弁当箱。
キャンプなどで使用

　避難所のリーダーさんは中学生 ～校庭キャンプの経験生かす～
福岡県西方沖を震源とする地震（平成17年３月）（福岡市　災害当時50代　男性）

災害に備えて

　
経
済
産
業
省
で
は
、
１
年
間
の
生
産
活

動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、
原
材
料
使

用
額
な
ど
を
調
査
し
、
製
造
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
正

確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
対
象

　
製
造
業
を
営
む
事
業
所

調
査
基
準
日　
６
月
１
日
㈪

調
査
の
方
法

　
５
月
中
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
訪
問
す

る
か
、
国
か
ら
直
接
郵
送
で
調
査
票
が
届

き
ま
す
。

調
査
結
果
の
利
用

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
や
、
大
学

や
民
間
の
研
究
機
関
、
学
校
の
教
材
な
ど

に
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
内
容

の
秘
密
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
、

統
計
作
成
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
０
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課

☎
７
７
３
‐
６
６
７
２

　
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
取
材
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
」
を
募

集
し
ま
す
。

　
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
、
あ
な

た
も
市
報
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

活
動
内
容

　
市
報
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
に
掲
載

す
る
写
真
の
撮
影
、
取
材
記
事
の
作
成
な

ど
。

※ 

取
材
に
必
要
な
カ
メ
ラ
な
ど
の
機
材
、

消
耗
品
、
交
通
費
な
ど
の
費
用
は
自
己

負
担
で
す

対
象

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
取
材
に
必
要
な

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
所
有
し
て
い
る
18
歳

以
上

定
員　
10
人

 （
４
月
10
日
現
在
、
５
人
の
市
民
カ
メ

ラ
マ
ン
が
活
動
中
）

申
込
み

　
申
込
書
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
と
顔
写
真
（
縦
４
．５
㎝
×

横
３
．５
㎝
）
１
枚
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 市

民
カ
メ
ラ
マ
ン
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
秘
書
広
報
課

☎
７
７
３
‐
６
６
５
８

工業統計イメージ
キャラクター
コウちゃん
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有害鳥獣（サル）被害防止対策事業を実施
地域の連携（知恵）でサルに勝つ！

【申込み・問合せ】農林課 農業振興係　☎７７３－６６６３

【問合せ】廃棄物対策課　☎７８２－０３３９

　毎年多発しているサルによる農作物被害を防止するために、令和元年度までに50行政区が本事業を活用
し、サルの追い払い組織を立ち上げて、被害を減らすことができました。
　「地域の農作物は地域で守る」体制を構築することが、最も効果的な被害防止対策です。「正しい被害防
止の知識をみんなで共有」「サルが出没したら大勢で花火を撃ち、追い払いをする」「サルが隠れないよう
年に数回草刈りをする」「サルを呼び寄せる一番の原因である野菜くずや柿などを放置せず、畑の未収穫物
を残さない」など、無理のない範囲の対策を地域全体で協力して行うことが重要です。
　本事業を活用し、追い払い組織を立ち上げ、被害防止に向けて動き出しませんか？
　農林課では、追い払い組織に情報提供や研修会の開催など、さまざまな支援を行います。

事業の概要
事業主体　行政区内にサルの追払い組織を設置し、サル被害防止活動を行う行政区
※ 平成29年から本事業を活用した組織は、３年間の補助対象期間が終了したため、

申請できません
補助要件　サル被害防止活動を年間50日以上行うこと
補助対象期間　補助金申請初年度から３年間
　　　　　　　（３年で追い払い体制の基礎をつくる）
補助金額　毎年度５万円（概算払い可）

ごみにしない！
３Ｒ推進コーナー

　家庭から出る生ごみには水分が多
く含まれています。
　水分が多いごみは燃やすときに余
分なエネルギーを必要とし、その分
の経費も多くかかります。水切りに
よるメリットがあるので、家庭での
水切り運動にご協力ください。

＜水切り方法＞
　三角コーナーや水切りネットを使いましょう。

ポイント
・ 玉ねぎの皮などは、三角コーナーなどに入れず、

できるだけ別にして、濡らさずに捨てると水切り
がしやすくなります

・ ペットボトルやＤＶＤの穴に水切りネットを通し
て水を絞るとさらに効果的です

メリット
・ 生ごみの腐敗を遅らせ、嫌なにお

いの発生を抑えられる
・ ごみが軽くなり、ごみ捨てが楽に

なる
・ ごみステーションでの汚水による

汚れを防げる

生ごみの水切り運動を
実践しよう
家庭での水切り運動に
ご協力をお願いします！
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Minami Uonuma NEXT
エム ユー ネクスト

次世代につなげる企業からのメッセージ

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物などを有する企業を紹介します

今の仕事や職場について語ってもらいました
次世代をつなぐ社員　笛木正

まさ
哉
や
さん

シリーズ⑩

農事組員法人　徳田農産
〒949-6422　南魚沼市徳田新田47番地
☎782‐2662　FAX 782‐9026

安全・安心な農産物を消費者へ
　徳田農産は平成11年３月に徳田新田で設立された農事組合法人で
す。地域の中心的な担い手として、水稲22ヘクタール、大豆４ヘク
タールを作付けし、枝豆、カリフラワーの栽培にも力を入れています。
　米については、種子まきから出荷まで責任をもって品質にこだわっ
た米づくりに取り組んでいます。
　徳田農産では、徳田新田周辺で自ら栽培した大豆、糀

こうじ

は塩沢産コシ
ヒカリを使い、原材料にこだわった寒仕込みの赤みそ「雪譜みそ」を
製造・販売しています。添加物を一切入れないことにこだわり、１年
間じっくり熟成させた、安心・安全な天然醸造みそをお届けできるよ
うに努力しています。
　従業員はパート、アルバイトを含めて10人で、和気あいあいと日々
の農作業やみそづくりに励んでいます。

市長　 就職したきっかけは？
笛 木　平成28年の冬にスキー学校で働いていた

時に、代表に声をかけられたのがきっかけで
す。はじめは夏の仕事として徳田農産にお世
話になるつもりでした。夏は主に田んぼ、冬
はみそづくりをしています。
市長　 職場の雰囲気は？
笛 木　みなさん優しい人ばかりで良い雰囲気で

す。トラクターをはじめ、いろいろな機械の
オペレーターをやらせていただき楽しいです。
田んぼごとに条件が違うので気を使います。
まだ作物の品質の判断はできませんが、自分
で作業して育てた作物の品質は気になります。
カリフラワーについては、少しわかるように
なりました。

市 長　農作業の機械化についてどう考えますか？
笛 木　稲作は農業で一番機械化が進んでいると

いえますが、やはり最後の判断は人だと感じ
ています。農業のＩ

アイオーティー
ｏＴ（モノのインターネ

ット）化は今後も進むと思いますが、行き過
ぎた機械化はいかがなものかなと考えるよう
になりました。

市 長　仕事をしていて気になることはありますか？
笛 木　天気は気になります。天気が良いと草刈

りの回数が増えて大変です。暑い時期の作業
になるので、休み時間を多くとるなど体調の
管理にも気を使います。

市 長　私が田んぼをしていた時と比べて、最近
は若い人が多くなっているような気がします
が、実際はどうですか？

笛 木　確かに、近くの農園には若い人が大勢い
ます。少しずつでも若い人が増えるのはうれ
しいです。

市長　 今後の目標は？
笛 木　私が作ったみそをみなさんに使ってもら

いたいなと思います。地元の材料を使った無
添加のみそなので、食べた人においしいとい
ってもらえたらうれしいです。

田植えの様子
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テ
ー
マ
展
示

　特
集 

図
書
館

　
５
月
は
「
図
書
館
振
興
の
月
」

で
す
。
図
書
館
を
身
近
に
感
じ
る

図
書
館
を
舞
台
に
し
た
読
み
も
の
、

世
界
の
図
書
館
や
児
童
書
も
紹
介

し
ま
す
。

田
ん
ぼ

　
田
植
え
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。「
田

ん
ぼ
の
学
校
」「
田
ん
ぼ
の
生
き

物
図
鑑
」
な
ど
田
ん
ぼ
ア
レ
コ
レ

本
を
展
示
し
ま
す
。
子
ど
も
向
け

の
本
も
紹
介
し
ま
す
。

母
の
日

　
５
月
10
日
㈰
の
母
の
日
に
ち
な

ん
で
、「
母
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日
㈭
〜
５
月
12
日
㈫
は
、

第
62
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
す
て
き
な
本
と

出
会
い
、
読
書
の
喜
び
や
楽
し
さ

を
知
る
機
会
と
な
る
よ
う
に
、
家

庭
や
地
域
全
体
で
読
書
を
勧
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
お
す
す
め
本
の
展
示
は
「
Ｊ
Ｂ

Ｂ
Ｙ
選
子
ど
も
の
本
」
で
す
。
Ｊ

Ｂ
Ｂ
Ｙ
（
日
本
国
際
児
童
図
書
評

議
会
）
が
勧
め
る
「
世
界
の
子
ど

も
の
本
」「
日
本
の
子
ど
も
の
本
」

の
中
か
ら
所
蔵
す
る
本
を
集
め
ま

し
た
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

絵
本

・
子
ネ
コ
の
ス
ワ
ン

　
　
　
　
　
　
ホ
リ
ー
・
ホ
ビ
ー

・
ね
む
り
ど
り

　
　
　
イ
ザ
ベ
ル
・
シ
ム
レ
ー
ル

・
バ
ッ
タ
ロ
ボ
ッ
ト
の
ぼ
う
け
ん

　
　
　
　
　
ま
つ
お
か
た
つ
ひ
で

・
大
名
行
列

　
　
　
　
　
　
シ
ゲ
リ
カ
ツ
ヒ
コ

読
み
も
の

・
子
ぶ
た
の
ト
リ
ュ
フ

　
　
　
　
ヘ
レ
ン
・
ピ
ー
タ
ー
ス

・
野
生
の
ロ
ボ
ッ
ト

　
　
　
　
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン

・
と
も
だ
ち
の
と
き
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
成
子

・
４
ミ
リ
同
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
楼
方
子

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

・
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

　
　
　
　
ジ
ェ
ニ
・
デ
ズ
モ
ン
ド

・
き
み
は
宇
宙
飛
行
士
！

　
　
　
　
　
Ｌ
・
ス
ト
ー
ウ
ェ
ル

・
ご
は
ん
は
お
い
し
い

　
　
　
　
　
　
　
ぱ
く
き
ょ
ん
み

・
こ
ち
ら
ム
シ
ム
シ
新
聞
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
輪
一
雄

　
こ
の
ほ
か
に
幼
児
か
ら
中
学
生

ま
で
楽
し
め
る
本
を
た
く
さ
ん
紹

介
し
て
い
ま
す
。「
と
び
っ
き
り

の
１
冊
」
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
全
国
学
校
図
書
館
協
議

会
絵
本
委
員
会
選
定
の
「
２
０
２

０
　
え
ほ
ん
50
」
も
展
示
し
て
い

ま
す
。
家
庭
で
の
読
書
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

本
を
集
め
ま
し
た
。
子
ど
も
向
け

の
本
も
展
示
し
ま
す
。

本
で
旅
気
分

　
旅
に
ま
つ
わ
る
本
を
い
ろ
い
ろ

な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
集
め
ま
し
た
。

冒
険
記
、
旅
エ
ッ
セ
イ
、
鉄
旅
、

絶
景
写
真
集
な
ど
、
本
で
旅
気
分

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

愛
鳥
週
間

　
５
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯
は
愛
鳥

週
間
で
す
。
鳥
に
関
す
る
本
を
紹

介
し
ま
す
。
鳥
の
絵
本
も
集
め
ま

し
た
。

世
界
禁
煙
デ
ー

　
５
月
31
日
㈰
は
世
界
保
健
機
構

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
制
定
し
た
「
世
界

禁
煙
デ
ー
」
で
す
。
タ
バ
コ
と
健

康
に
つ
い
て
の
本
を
展
示
し
ま
す
。

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
４
月
17
日
㈮
に
大
和
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
塩
沢
図
書
室
は

５
月
21
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。

　
　
　
　
　
　

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
閲
覧

席
の
数
を
減
ら
し
、
間
隔
を
空
け

て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
館
内
の
消
毒
・
換
気

に
努
め
、
入
口
に
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
剤
を
置
く
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
ま
す
が
、
長
時
間
の
利
用
や
学

習
で
の
利
用
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　
来
館
の
際
は
な
る
べ
く
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
い
た
だ
き
、
熱
や
咳

な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
来

館
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

お
う
ち
で
読
書
！

貸
出
冊
数
を
増
や
し
ま
し
た

　
貸
出
冊
数
の
上
限
を
10
冊
か
ら

20
冊
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

や
延
期
と
な
り
、
大
勢
の
人
が
集

ま
る
場
所
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、
図
書
館
の

本
を
た
く
さ
ん
借
り
て
「
お
う
ち

で
読
書
」
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

南魚沼市   月～金9：30～ 20：00（土日祝日19：00まで）
 休館：～10日㈰、21日㈭（図書整理日）
大　和   ☎777̶4671火～日 祝 9：00～ 19：00
 休館：～11日㈪、18日㈪、25日㈪
塩　沢   ☎782̶0100　9：00～ 20：00
 （月 土 日 祝日17：00まで）　休館：～10日㈰

5月の開館日時

みんなの図書館
【申込み・問合せ】南魚沼市図書館　☎773̶6677
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常設展　～彫る 摺
す
る 画

か
く～「棟方志功の世界」

企画展　期間　６月９日㈫まで

美しき日本の風景
　世界的に有名な浮世絵師、葛飾北斎の生誕260周年
を記念して、日本の風景を描いた作品を展示します。
北斎を始め、歌川広

ひろ
重
しげ

、横山大
たい

観
かん

、片岡球
たま

子
こ

など、当
館が所蔵する巨匠たちの作品が登場します。日本の象
徴である富士山や、京都の金閣寺、当時の人びとの様
子が描かれた作品をご覧ください。

南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）
　今ではパプアニューギニアからの持ち出しが禁止さ
れている、貴重な民族美術のコレクションを多数展示
します。

今泉記念館アートステーション

☎783̶4500　FAX 783̶3388　
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料)

開館9：00～ 17：00（入館16：30まで）
５月の休館：～10日㈰

北越雪譜いろはかるたから
「わかよたれそ」の「よ」
「ようかんは江戸も
　　 越後もおいしい味」
　『北越雪譜』の出版に尽力
した山

さんとうきょうざん
東 京 山は、越後〔小

千谷〕で食べた「ようかん」
が江戸と同じ味だと喜びまし
た。

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782̶9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00～ 16：30
５月の休館：～10日㈰、12日㈫、19日㈫、26日㈫

開館30周年記念「白の探求～光・風・雲～」
期間　７月７日㈫まで
　富岡の「雪国で生まれた作品は雪国に返したい」とい
う願いがかない、雪国取材でたびたび訪れていた当地
に美術館ができました。開館して30年たっても富岡
の作品は、今も変わらぬ白で人びとを魅了しています。
　晩年に描かれた「光・風・雲」を中心に、初期から
晩年の作品を年代順に展示。
ラウンジ展 ５月［観覧無料］
市民ギャラリー　「第４回 佐藤幸子展」写真展示
南魚沼の風景　井口亘さん（城内出身）が描いた南

魚沼の風景を展示

トミオカホワイト美術館

☎775̶3646　FAX 775̶3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館９：00～ 17：00（入館終了16：30)
５月の休館：～10日㈰、13日㈬、20日㈬、27日㈬

市民無料の日：８日㈮、18日㈪、28日㈭

水谷千重子ありがとうコンサート2020 in南魚沼
　芸能生活50周年の水谷千重子が南魚沼市民会館に
登場！会場のみなさんを歌と話でとりこにします。
日時　８月10日（月・祝）　17：00 ～（開場16：30）
会場　市民会館 大ホール
チケット　全席指定5,800円
　（当日券6,300円）
※ ３歳以上有料。３歳未満は

保護者１人につき１人まで
膝上鑑賞可、ただし座席が
必要な場合は有料

　５月24日㈰から市民会館・
会館プレイガイドで発売。賛助会員は５月17日㈰か
ら市民会館で先行発売。

南魚沼市民会館

☎773-5500　FAX 772-8161　
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付8：30～ 17：15
５月の休館：～10日㈰、18日㈪、25日㈪

絵
え

紙
が み

ワンダーランド～小千谷の雛
ひな

まつり～
期間　５月24日㈰まで　
　小千谷市では、ひな祭りにひな人形とともに絵紙と
呼ばれる浮世絵を飾る風習があります。小千谷でどの
ように絵紙が飾られ、楽しまれてきたのか再現し、絵
紙の魅力を紹介します。

池田記念美術館
☎780̶4080　FAX 777̶3815　URL http://www.ikedaart.jp　￥一般500円／高校生以下は無料

開館9：00～17：00（入館終了16：30）5月の休館：～10日㈰、13日㈬、20日㈬、25日㈪～29日㈮

絵紙展体験イベントの中止
　５月５日（火・祝）、16日㈯、24日㈰に開催を予定し
ていた「絵紙展体験イベント」は、新型コロナウイル
ス感染症拡大を防止するため中止することとなりまし
た。ご了承ください。

水谷千重子

※ 新型コロナウイルス感染症対策により、開館時間などが変更になる
可能性があります。詳しくは各施設にお問い合わせください
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ほ
の
ぼ
の
子
育
て
講
座

【
問
合
せ
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
‐
７
７
５
４

　
保
護
者
向
け
の
学
び
の
講
座
で
す
。
保

育
士
・
保
健
師
な
ど
が
講
師
を
し
ま
す
。

　
聞
い
て
み
た
い
事
・
聞
い
て
も
ら
い
た

い
事
を
一
緒
に
話
し
ま
せ
ん
か
。

　
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ば
で
子
ど
も
を
預
り
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
不
要

料
金
　
無
料

会
場
　
子
育
て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」
ふ
れ

愛
広
場

時
間
　
講
座
：
午
前
10
時
〜
10
時
15
分
、

お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
：
午
前
10
時
15
分

〜
11
時
30
分
　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
５
月
か
ら
予
定
し

て
い
た
講
座
は
、
７
月
ま
で
中
止
し
ま

す
。
９
月
以
降
の
講
座
に
つ
い
て
も
、

状
況
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 
文
化
振
興
班

☎
７
７
３-

３
７
５
６ 90

事
に
伴
い
掛
け
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い
た

な
か
、
ジ
ェ
ー
ン
台
風
の
襲
来
に
よ
り
つ

り
橋
は
落
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
た

な
木
橋
が
昭
和
26
年
３
月
に
竣
工
さ
れ
ま

し
た
（
写
真
２
）。
続
い
て
昭
和
37
年
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
永
久
橋
に
架
け
替
え

ら
れ
ま
し
た
。

《
参
考
》『
六
日
町
誌
』
町
村
合
併
前

　
　
　 

『
六
日
町
史
』
通
史
編
第
３
巻

橋
の
あ
る
風
景 

②

　
魚
野
川
に
よ
り
隔
て
ら
れ
た
六
日
町
と

坂
戸
方
面
の
往
来
に
は
、
か
つ
て
は
渡
し

船
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

に
は
八
幡
に
至
る
渡
し
船
が
、
明
治
時
代

に
は
現
在
の
坂
戸
橋
の
下
手
の
坂
戸
小
路

か
ら
渡
し
船
が
出
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

渡
し
船
に
よ
る
往
来
は
と
て
も
危
険
で
、

不
便
で
あ
っ
た
こ
と
、
坂
戸
か
ら
六
日
町

小
学
校
へ
通
学
す
る
児
童
が
増
え
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
利
便
性
を
求
め
て
架
橋
の
陳

情
が
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
大
正
５
年

２
月
の
村
議
会
で
は
、
渡
し
船
を
永
久
的

に
使
用
す
る
の
か
と
の
質
問
に
、
議
長
は

架
橋
経
費
と
渡
し
船
に
要
す
る
経
費
を
比

較
し
た
後
に
明
言
す
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
大
正
15
年
、よ
う
や
く
鉄
線
つ
り
橋（
写

真
１
）
が
坂
戸
区
民
直
営
事
業
と
し
て
竣

工
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
渡
し
船
の

危
険
性
か
ら
解
放
さ
れ
、
昼
夜
を
問
わ
ず

往
来
が
可
能
と
な
り
利
便
性
が
高
ま
り
ま

し
た
。

　
昭
和
25
年
、
魚
野
川
の
川
幅
拡
幅
の
工

講座一覧

日にち 内　容 講　師

９月24日㈭ 心とからだの成長・発達について 保健師

11月10日㈫ 歯の衛生・染め出し 歯科衛生士

12月８日㈫ ほめ方・叱り方について 臨床心理士

令和３年１月26日㈫ 偏食や好みについて 栄養士

令和３年３月16日㈫ おしゃべり広場 保育士

写真１　坂戸橋（つり橋）写真２　坂戸橋（木橋）
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けんこうひろば

５月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間  午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30 ～ 11：30　〔診療〕 9：00 ～

 午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
●第３金曜日と第４月曜日は田中先生の診療となります。 【問合せ】城内診療所　☎775̶2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。
　送迎希望は、電話か窓口でお申し込みください。
　（送迎は午前中のみ）　　　　　

１日 ２日 ３日

髙　橋 休診 休診

４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日

休診 休診 休診 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休診

11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 ●田　中 休診 休診

18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休診

25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

●田　中 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 休診 休診

「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０

　
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ
た

人
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
、
弁
護
士

に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
個
人
情

報
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
30
日
㈯
　
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
（
受
付
：
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
　
道
の
駅
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町

　
第
１
・
２
会
議
室
〔
十
日
町
市
本
町
〕

費
用
　
無
料

※
事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
。
当
日
会
場

で
の
申
込
み
も
可

県
外
で
定
期
予
防
接
種
を

受
け
た
い
人
へ

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

　
県
外
で
の
定
期
予
防
接
種
を
希
望
す
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
健
課
に
実
施
依
頼

書
交
付
申
請
書
（
以
下
、
申
請
書
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
を
提
出
し
て
か
ら
実
施
依
頼
書

の
交
付
ま
で
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
余

裕
を
持
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成

申
請
は
、
予
防
接
種
後
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

対
象

・
子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
申
請
は
、
保
健
課
、
子
育
て
支
援
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
（
申
請

書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）

若
者
支
援
「
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
開
催

【
問
合
せ・
申
込
み
】

　
子
ど
も・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３
‐
６
６
１
１

　「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
た
い
」「
人
間

関
係
を
円
滑
に
し
た
い
」
な
ど
の
思
い
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
感

覚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま

す
。
人
と
交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
５
月
21
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階 

音
楽
室

対
象
　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
〜
39

歳
の
若
者

締
切
り
　
５
月
19
日
㈫

申
込
み
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
‐
２
５
４
１

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題
に
、
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
21
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館
１
階 

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

定
員　
５
人

※
相
談
時
間
は
１
人
約
30
分

締
切
り　
５
月
20
日
㈬　
正
午

申
込
み

　
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
２
３

　
高
齢
・
障
が
い
・
児
童
分
野
な
ど
の
福

祉
の
職
場
に
就
職
し
た
い
人
の
相
談
に
応

じ
、
就
職
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
所　
月
〜
金
曜
日(

年
末
年
始
・
祝

日
除
く)

・
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階
〔
新
潟
市

　
中
央
区
上
所
〕

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ト
モ
シ
ア

　
２
階
〔
長
岡
市
表
町
〕

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　
※
要
予
約

・
上
越
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
〔
上
越

　
市
木
田
新
田
〕

　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時　
※
要
予
約

７
０
０
Ｍメ
ガ
ヘ
ル
ツ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会

テ
レ
ビ
受
信
対
策
工
事

【
問
合
せ
】
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受

信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
７
０
０
‐
０
１
２

　
５
月
14
日
㈭
か
ら
市
内
で
、
各
携
帯
電

話
事
業
者
が
新
し
い
電
波
（
７
０
０
Ｍ
Ｈ

ｚ
帯
）
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
一
部
の
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
出

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
影
響
す
る
と
思

わ
れ
る
地
域
に
、
４
月
下
旬
か
ら
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
生
じ
た
場
合
は
、

無
償
で
回
復
作
業
を
行
い
ま
す
。
連
絡
先

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
‐
７
０
０
‐
０
１
２

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
で
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番

号
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
☎
０
５

０
‐
３
７
８
６
‐
０
７
０
０
（
有
料
）

に
お
掛
け
く
だ
さ
い

受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

　
（
年
中
無
休
）

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

使
用
安
定
器
の
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

　
健
康
福
祉
環
境
部 

環
境
課

☎
７
７
２
‐
８
１
５
４

　
昭
和
52
年
３
月
以
前
に
設
置
さ
れ
た
建

物
の
業
務
用
照
明
器
具
や
屋
外
照
明
に
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
が
使
用
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
人
体
に
有
害
な
物
質
で
、
Ｐ

Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
は
法
律
に
よ
り
令
和
４

年
度
末
ま
で
に
処
分
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
事
業
用
の
建
物
を
所
有

す
る
み
な
さ
ん
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器

に
関
す
る
調
査
票
を
順
次
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

わ
が
子
の
自
立
を
願
う

家
族
の
集
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３
‐
６
６
１
１

　
高
等
学
校
不
登
校
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ

も
り
な
ど
、
就
学
や
就
労
に
悩
む
若
者
を

家
族
と
し
て
ど
う
理
解
し
、
ど
う
支
え
る

か
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
相
談
員
が
気
軽
に
語
り
合
え
る
よ
う
に

進
め
、
研
修
会
な
ど
の
情
報
も
紹
介
し
ま

す
。

日
時　
５
月
30
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場　

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
〜
39

歳
の
若
者
の
家
族

申
込
み　
前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ



News PlazaNews Plazaみなみうおぬまニュースプラザみなみうおぬまニュースプラザ

　３月３日㈫に市立中学校４校の卒業式が、３月23日㈪と24日㈫に市
立小学校18校と総合支援学校の卒業式が行われました。今年は新型コ
ロナウイルス感染症対策として、例年よりも規模を縮小して開催され
ました。
　市立中学校４校では484人に、市立小学校18校では489人に、総合支
援学校では小学部３人、中学部10人、高等部15人に卒業証書が授与さ
れました。
　総合支援学校では、卒業をお祝いして市内出身のタレント鈴木Q太郎
さんたちからのビデオレターが披露されたり、教職員から花束が贈ら
れたりしました。

３月３日㈫・23日㈪・24日㈫ 南魚沼市立小中学校と総合支援学校で卒業式が行われました

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、越後浦佐毘
沙門堂裸押合大祭は中止となりましたが、多門青年団は冷たい水に肩
まで浸かって水行を行い、身を清めました。その後、堂内で豊年踊り
を行い、五穀豊穣や家内安全などを祈願しました。
　令和２年の大祭は中止となりましたが、多門青年団は令和３年の大
祭の成功を目標に、一丸となって準備を行っていくと語っていまし
た。

３月６日㈮ 浦佐毘沙門堂の裸押合の水行などが行われました

写真は、総合支援学校の卒業式
の様子です
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市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

バ
ナ
ー
広
告
主
募
集

【
問
合
せ・
申
込
み
】

　
秘
書
広
報
課 
秘
書
広
報
班

☎
７
７
３
‐
６
６
５
８

　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
有
料
バ
ナ
ー

広
告
枠
の
広
告
主
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

費
用
　
１
枠
１
０
，０
０
０
円
（
月
額
、

税
込
み
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
秘
書

広
報
課
ま
で

八
色
の
森
か
ら 

㉕

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０
‐
４
５
６
０

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

八
色
つ
つ
じ
（
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
）

　
八
色
の
森
公
園
管
理
棟
の
脇
に
あ
る
朱

色
の
橋
は
「
つ
つ
じ
橋
」
と
い
い
ま
す
。

旧
大
和
町
の
花
「
八
色
つ
つ
じ
」
の
花
の

色
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。

　
八
色
つ
つ
じ
は
、
八
色
原
の
田
ん
ぼ
や

畑
の
境
界
な
ど
で
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
八
色
の
森
公
園
に
も
多
数
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ツ
ツ
ジ
は
、
葉
に

ア
ン
ド
ロ
メ
ド
ト
キ
シ
ン
、
花
に
ロ
ド
ヤ

ポ
ニ
ン
な
ど
の
毒
を
持
ち
ま
す
。
そ
の
た

め
牛
や
馬
が
食
べ
な
い
の
で
農
地
の
な
か

に
残
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

春
の
農
作
業
の
忙
し
い
頃
、
田
ん
ぼ
の
脇

で
き
れ
い
に
咲
き
誇
る
ツ
ツ
ジ
は
農
家
の

み
な
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　
八
色
つ
つ
じ
の
標
準
和
名
は
レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
枝
先
に
ま
と

ま
っ
て
つ
い
た
つ
ぼ
み
の
形
が
れ
ん
げ

（
ハ
ス
の
花
）
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ツ
ツ
ジ
の
仲
間
の
中

で
は
花
が
大
き
い
種
類
で
す
。

　
八
色
の
森
公
園
に
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の

他
に
、
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ

ジ
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
周
辺
の

山
で
は
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ユ
キ
グ
ニ
ミ
ツ

バ
ツ
ツ
ジ
、
ホ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
見
ら
れ
ま

す
。

レンゲツツジ
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市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

救 急 医 療

編集後記　　　　　　　　新型コロナウイルスの感染拡大によ
　　　　　　　り、緊急事態宣言が発令されるなど、
私たちの生活に大きな影響が出ています。
　１日も早い終息を願い、今は３密を避け、手洗い、
咳エチケットなど自分にできる感染予防対策を行って
います。
　春の陽気に誘われてどこかに出かけたくなる気持ち
になりますが、家で楽しく快適に過ごす工夫をして、
この状況を乗り切っていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　    （秘書広報課　成保）

【問合せ】保健課　☎773－6811
救急医療のかかり方　　　　　　　　　　　　　　　
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてください。
重症（意識がないなど）の場合は119番で
救急車を呼んでください。
●南魚沼市民病院　☎788－1222
●魚沼基幹病院　　☎777－3200
●齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
② 指示通りに受診する
•電話での指示に従って受診してください。
•スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関
　を案内する場合があります。
•緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
　番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
•休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
　できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
夜間に困った時は
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、おう
吐、下痢、けがなど）にご利用ください。
時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
●新潟県救急医療電話相談　　対象　15歳以上
　☎025－284－7119（♯7119でも可）
●新潟県小児救急医療電話相談　　対象　15歳未満
　☎025－288－2525（♯8000でも可）

　４月９日㈭、新生上田小学校で、開校式
と入学式が行われました。入学式では、
18人の新入生が緊張しながらも、名前を
呼ばれると大きな声で元気よく返事をして
いました。

今月の
表紙

行政
困りごと
相談

市民の動き
（　　　　）令和２年
３月末日現在

行政相談は、行政相談委員が、国の行政に関
する相談を聞き、制度や運営の改善に生かす
ための仕組みです。
※定例相談は毎月１回、第３水曜日に開催します
5月20日㈬ 13：00～15：00 市役所本庁舎南分館
【問合せ】 総務課 防災庶務班　☎773－6660

●人口　  55,884人（先月比 －255）
●男　　  27,374人（先月比 －103）
●女　　  28,510人（先月比 －152）
●世帯数  20,015戸（先月比 －51）

日にち 行事名・時間・会場など

第5回農業委員会総会
9:00～　大和庁舎３階旧議場25日㈪

ほのぼの広場ほのぼの広場

５月のカレンダー５月のカレンダー

　新型コロナウイルス感染症の感染予防
対策のため、ほのぼの広場は８月末まで
休止します。再開する場合は、市報や市
ウェブサイトなどでお知らせします。

子ども・若者育成支援センター
～通称「子若センター」～

　家族だけで悩まずにご相談ください。相
談員が電話・来所相談に応じます。
　日 土日曜・祝日・年末年始を除く
　　 月～金曜日
　　 午前９時～午後４時30分

●子ども支援担当（義務教育期の子ども）
　☎773－3177
　　不登校などの児童・生徒とその保護者
　などを対象に、相談・支援を行っていま
　す。

●若者支援担当（義務教育終了～39歳の若者）
　☎773－6616
　　ニート・ひきこもりなどの若者とその
　家族を対象に、相談・支援を行っていま
　す。

南魚沼市観光PRキャラクター「こめつぐ君」


